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2020年度（令和2年度）農学研究科授業日程の前半と後半について  

春学期（前学期）  

前半（8回〕  後半（8回）   

月曜ロ   4／13～6／8  6／15～8／3   

火曜日   4／7～6／9  6／16～8／4   

水曜ロ   4／8～6／3  6／10～7／29   

木曜月   4／9～5／2冒  6／4～7／30   

金曜日   4／10～5／29  6／5～7／：う1   

秋学閉〔後学期）  

前半（8回）  後半（8回）   

月曜日  川／5～l1／30  l2／7～2／8  

火曜R  10／6～12／1 12／8～2／9   

水曜日  】0／7～l1／25  l2／2～2／l0  

木曜R  10／1～11／19  11／26～2／4   

金曜H   10／2～11／20  11／27～2／5  



2020年度（令和2年度）学年暦及び年間行事予定  

春学期  
4月1日（7lく〕  

2日（ホ〕  

3日（席：〕  

7日（火〕  

7月22日（水）  

29日（水〕  

白月6日（木〕  

9月24日（木〕  

30日（水）  

春学期柏  

木季休業（4」16日まで）  

2020年度入学式  

オリエンテーション  

春学期閉講  

春学期定期試験時間割発表  

春学期定期試験（8月4日まで〕  

夏季休業（9月30日まで）  

2020年度学付記授与式＜9月期＞  

赤字期終  

拙学期  
10月1日（ノト〕  

5日（月〕  

12月26日（十〕  

1月16日（土〕  

28日（木〕  

2月4日（木〕  

3月23日（火〕  

31日（水〕  

関学記念日・秋学期婚・秋学期開講  

2020年度大学院入学式く10月期＞  

冬季休業（1月6日まで）  

大学人苧共通テスト〔1月17日吏で）  

秋学期定期試昧時間割発表  

秋学期定期試験（2月10口まで）  

2020叶度学位記授与式＜3月期＞  

就学期終  

授 業 時 間  

¶   昼休み  m  lV  Ⅴ   1・7（夜間〕（盲主）  1¶〔夜間）（注）   

13：00～14：3014：40・～16：10        呂：50′・ゝJlO：20  10：30へ・・12：00  12：00～・13：00   16：20へ・・17：50  18：00・一、一19：30  19：40～・21：10   

〔注）Ⅵ〔夜間〕，1・¶（夜間〕は，人学院設吊某郡第14条による教育方法の特例に某づき行う授業   
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Ⅰ農学研究科（博士課程）の概要  
1農学研究科の組織構成  

生物科学コース  

教育研究分野   担  当  教  員   学内内線番号   

穴 井 豊 昭  教授   R725  
植  物  退  伝  育  挿  苧  

涯 擾 啓 史  講師   8741   

作  物  牛  態  牛  理  学  鈴 木 幸 弘  教授   R721   

一 色 司 郎  教授   8740  
読  菜  花  井  園  芸  学  

辻 U 布 紀  准教授   R752   

榔  紹肺 教授  8723  
熱  帯  作  物  改  良  半  

礪≡しり．人輔 准教授  R724   

和田康彦 教授  8787  
動  物  質  抑  開  発  半  

山中賢一 准教授  R735   

作  物  生  産  学  上 草 書 八  准教授   98－2245   

ア  グ リ  瞥 手原 開 発 苧  福 山 伸 二  准教授   9R－22／1≡i   

動  物  行  動  管  理  学  江 原 史 雄  准教授   98－2245   

植   物  病  制  御  苧  草 場 其 章  准教授   R727   

柿 物 ウ イ ル ス 柄 制 御 学  大 島 一 里  教授   8730   

線  虫  吉 賀 豊 司  准教授   R7ノ16   

昆  虫  学  早Jrl汀 一  教授   8747   

シ  ス  テ  ム  牛  題  字  徳 目  誠  准教授   R792   

食資源環境科苧コース  

教育研究分野   担  当  教  昌   学内内綿．番号   

環  境  ⊥  壌  科  学  植 木 家 康  助敢   8755   

近 藤 文 義  教捏   R761  
生  産  地  景罵  環  境  学  

富 木 英 拝  聴教授   8759   

浅   海  干  潟  環  境  学  郡 山 益 実  准教授   R760   

水  利  環  境  保  全  学  阿 南 光 政  准教授   8737   

雑  漑  科  学  弓 削 こずえ  准教授   R756   

地  域  環  境  学  8743  

牛  環  境  化  学   R79：弓   

農  業  生  産  機  械  学  稲 葉 繁 樹  准教授   8764   

施  設  農  業  牛  在  学  山 中 宗 浩   教授   R79R   
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生命機能科学コース  

孝女育研究分野   担  当  教  員   学内内線番号   

伸 明  教授   R77ニ弓  

機  首巨  高  分  子  化  学   
上 田 敏 久  准教授   8789   

小 ノ休 元 大  数捏   R77〔事  

応  用  微  生   物  
後藤】「利 教授  8780   

木村  圭 准教授  R・196   

林  信 行  教授   8751  

偉  物  資  源  利  用  苧             野 間 誠 司  准教授   R7ノ19  

山 村 枠 英  特任概数桓   37－6786   

食  糧  安  全  苧  演  洋一郎  教授   R7日：ミ   

食  業  養  化   学  永 尾 晃 胎  教授   8781   

国際・地域マネジメントコース  

教看‾研究分野   担  当  教  昌   学内内線番号   

食 農 ビ ジ ネ ス 開 発 苧  辻  一 成  准教授   8731   

五十嵐  勉  教授   8732  
地  域  資  源  

中 井 信 介  准教授   8739   

地  域  社  会  開  発  苧  藤 村 美 穂  准教授   872日   
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生物室引原科学専攻  

専攻名  コ ー ス名   コ  ス  の  内  容   

生 物 科 学   広範な生物資源Ⅵ探索と機能解析，有用生物の育稗開発，生態系にお  

ける生物制御機構の解析，バイオテクノロジーによる新素材の開発等，  

バイオサイエンスに関する総合的かつ実践的な教育研究を行う。本コー  

スにおける生物機能解析の対象は，遺伝子・細胞・代謝レベルから，生  

態系における個体レベルまで幅広く，生命・食糧・健康・環境等さまざ  

まな分野の学術と産業発展を先導する先端的な内容である。  

真勇三原環境科苧   地球レベルから地域レベルに至るまでの様々なスケールで生じている  

環境問昆引こ対処するため，環境に負荷の少ない生物先程環境の創出・保  

全と尊かな生粁環境の創造に関する教育研究を行う。  

また，自然科学並びに情事銅斗苧の押論と技術を用いた環境に配慮した  

生  持続的な手法と高度な管」環システムを創造L，地域の農業生存一性を高め  

る実践研究を行うと同時に，lH二界的な食料‥環境及び資源術環の問市郎  

物  決に寄与する教育研究を行う。  

責  

源  微生物から高等動植物にわたる多様な生物を対象として，その生命現  

染と遺伝機能を化学的に解明するための某礎的な教育と研究を行うとと  

科  もに，生物の特異的な機能を有効に利用して有用物質を生産する方法の  

開発と，バイオテクノロジーの手法を用いた生物機能の改良を行う。  

学  また，牛物資源の持っ機能を食品年化学的・栄養生理学的に究明して，  

機能性食品及び医薬品への応用を目指すとともに，新しい食品加工・貯  

頗技術及び食品素材の開発や食品の安全性に関する教育研究を行う。  

国 際・地 域   口木を含むアジア・太平洋諸地域における①農林水産資源の循環的利  

マネジメ ント  用システムと農林7k罷業関連ビジネスの開発，②地域資源の持続可能な  

開発と利用システム，③諸民族・地域社会における人間と環境との諦問  

係，及び④半島・島唄地域に関するフィー／レドワーク（実態調査）に某  

づき，持続可能な循環型地域社会及びその構築方策について実証的に教  

肯イ肝究を行う。   
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野草御車  の内亭  

生物室彗源科学専攻   

コ ー ス名   教育研究分野   分  野  の  内  容   

生 物 科 学  柿物遺伝育樺学  高等柿物の遺伝理論及び突然要具遺伝子組換え技術等を利  

用した優良品挿の開発にづいて教育・研究を行う。  

作物生態生理学  人類の生存と発展に貢献することを最終日標とし，環境と  

調和した農業を実現するための教育と研究を行う。具体的  

には作物と土壌徴生年別こよる共生のメカニズムを理解し，  

それを作物の収J■ヒ件向上や機能作成分の高生存へ繋げるた  

めの研究を推進する。  

茂美花井園芸学  高等植物の生殖生理を某礎とした挿占押〕生産技術の開発に  

ついて教育・研究を行う。また，植物の系統進化，植物と  

菌類との菌根共生系の解明と野共催物の保全について教育・  

研究を行う。  

熱帯作物改良学  

種能力の改良について教育・研究を行う。  

動物資源開発学   

半，分子生物学や繁殖生理学についての教育一研究を行う。  

作 物 生 産 苧  撃源循環型の食料生産に関する技術を解明し，アグロフィー  

ルドの管理と周辺環境の保全に関する教育研究を行う。  

アグリ資源開発苧  農業退伝資源を活用した新品稗の開発や栽培方法の確立に  

ついて教育・研究を行う。  

動物行動管押苧  

資源であるウシやヤギなどの家畜を障害を持つ人のケアの  

手段とLて活用する方法己・こ関する教市・研究を行う。また，  

限られた環境で牛i肯している家畜のストレスケアに関する  

研究を行う。  

植物病肘」御学   

御肺びに構物病原糸状菌の生態・退化の解明について教育・  

研究を行う。  

植物ウイルス病制御苧  植物病佃ウイルスの分子進化・分子生態と宿±植物との相  

耳作用の郁明について教育・研究を行う。  

線  虫  学  

構物寄生性線虫の制御について教育・研究を行う。  

昆  虫  学   

など）の分子生物学的解析とその応用技術について教育・  

研究を行う。  

シス テ ム 生態学  昆虫と植物を主対象とLて，井物多様一性の創出・維持機構，  

生物における生態学的諸特性の解明，および，生物群集の  

システム解析について教育t研究を行う。   

－4－   



コ ー ス名   教育研究分野   分  野  の  内  容   

食資源環境科学  生産地棺環境学  この分野では，農村地域における生産地照および環境保全  

に関わる教育と研究を行う。主なテーマは，（l）火力発電  

所の荏業廃棄物である石炭灰の有効利用，（2）地盤沈下や  

斜而崩壊などの佐賀平野の粘土地盤対「策，（富）有田キヤン  

パスと連抗した陶磁器粘⊥の開発とその機惰性評帆（4）  

地鮨内部の非破壊モニタリング技術の開発，（5）TCTを駆使  

したデータ郡勅型農業の推進などである。  

浅弼干潟環境学  浅海干潟域における生態環境の保全と物質循環について教  

育・研究を行う。  

水利環境保全学  農業農相地域における水資源と水環境の問題を利水の面か  

らとらえ，水を有効に利用するための計画，管理及び制御  

と水環境の保全について教育・研究する。  

濯  漑  科  学  農地レべ／レから広域スケールにおける農業用水管理手法の  

高度化と持続可能な農村環境の保全および創出について教  

育と研究を行う。  

地 域 環 境 学  農業農村地域の環境保全技術ならびに地域資源の農業への  

子吉用技術について教育・研究を行う。  

生産環境化学  

化学的・官能的に解析L，生荏環境における問題の解決を  

目指した教斤・研究を行う。  

農業牛在職械学   

て，農業空寝・毘荘物加工に必要な機械の育性能化とエネ  

ルギ一利用効率の向卜，農業における労働負担の軽減を日  

標とした教育と研究を行う。  

施設農業生産学  農業生．酸性向卜のための施設化及び装吊化技術の開発・利  

用について教育・研究を行う。   

生命機能科学  機能高分子化学  生群括」性ペプチドの活性発現機構の郎明及び新規バイオ分  

析法の開発について教育・研究を行う。  

応 用 微 生 物 半  微生物機能の郎明有効利用及び有用物質生産について教育■  

研究を行う。  

蔽≡転・ベントス苧  海藻一植物プランクトン・二枚貝を対象に，軸の環境変化  

等に対する応答を分子レベルで解析し，新品種の作出等に  

応用することを目的とした教育と研究を行う。  

生物費姫利用 学  生物語源の有効利用及び生物生産物の生化学について教育■  

研究を行う。  

食 糧 安 全 半  食品素材の構造研究を基にして，それらの機能性，有効利  

用ならびに品質評価，安全性に関する教育・研究を行う。   
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コ ー ス名   教育研究分野   分  野  の  内  容   

生命機能科学  食 品 栄 養 化 学  ①食品の栄養価棺及び食品の栄養生理機能の解明  

②脂質・リポタンパク質の代謝調節   

国際・地士或  食農ビジネス開発学  食料流通経済学と農業揮常学に問わる巾干究と教育を行う。   

マネジメント  食料流通市場構造を分析し直場対応を検討するほか，生産  

財，農地，農業労働力，農業金融関連市場について実証的  

研究を行う。また家族農業経営，集落営農，農業法人を対  

敦に組織，管理について実証的研究を行う。調充対象地は  

日本国内を中心に東・東南・南アジアである。  

地 域 資 源 苧  地域資源の適正保全と循環的利用を生態人類学的・人文地  

印字的に調尭研究する。地域資源（牛物資簡・人的資源・  

文化的野沢〕の多様性と伝統的利用形牒や生計維侍戦略の  

解明，農地・水・森林資源開発の諸問題や上地利用システ  

ムを究明し，多様な勤柿物相利用，伝統的技術・知恵の伝  

承性，風土性の現代的意味を再考察し地域資源持続的利用  

を検討する。  

地域祉全開発苧  ロ木や途上国の地域社会の環境問題や生活問題を社会学・  

民俗学的に調査研究する。地域社会の価佃や技術，環境背  

理システムや環境政策のあり方などを検討することで，環  

境変化に対する什民及び地域社会の対応と変化を明らかに  

し，地域社会の侍続可能な開発のあり方を提案する。   

－6－   



4附属アグリ創生教育研究センター  
http：／／www．aic．ag．saga－u．aC．」p  

農学は，与えられた自然や地域の条件をl一分に生かしながら，人間にとって有益な勤柄物を合理的に  

生荏L，流通するための総合科苧である。穀物，読菜・花爪 果樹，家畜などの生荏・流通，環境保全  

において，各方面から実践的な教育・研究を行う施設として，本学部に附属アグリ創生教育研究センター  

が設けられている。センターは，倖賀市川久保の本部と，唐津市の唐津キャンパスの2ケ所に分かれて   

いる。   

センター木部（約川tla〕は，わが匡匝〕三大沖積平野のひとつである佐賀平野の北部に市地しており，  

本学から北東へ約12kmにあり，実習用バスで約30分を要する。ここには水田（172日），茶園（14a），落  

葉果樹園〔23a〕，野菜圃〔196a），況毒（65a），飼料周（2：12a），放牧場（79a），場外水山（67∂〕，なら  

びに各掃の建物（研究棟，宿泊施設，畜舎，農機具舎など）がある。さらに，木部より北へ約4km離れ  

て，脊振山系の金立山「日面の佐賀平野を一望できる地点に果樹同（811日）がある。ここには1U二界各地か   

ら集めたⅢ‾橘頸が教育■研究および遺伝瞥源として栽培管現されている。上記の圃場や施設を活用して，  

農業生産活動の実践の中から，安心・安全な食糧の生産と流通，環境保全，国際・地域古献および農業  

フィールド資源の多面的所用などの領域iこおける諸課題に関する研究と教育を行っている。  

唐津キャンパスは，佐賀県北西部の玄界灘に面Lた地点に位置し，本学から北西へ約50kmあり，JR  

筑肥線東唐津駅及び唐津市内産業道路に近接しており，佐賀市からも福l叫市からもアクセス条什に恵ま  

れている。総両柿は約4日aであり，その中に研究棟，ガラス温室および研究圃場がある。  

唐津キャンパスでは，地域で牛荘される植物賢源を利用した健顕職能開発やコスメティックサイエン  

スに特化した研究を行い，地域に集積し一つノつあるコスメティック産業の研究の拠点として地域貞献を目  

指す。   

センターiこ在籍する大学院修十課程の学年は，下記研究・教市分野の教員の指導の下，修十論文の作  

成を行う。  

動物行動管理学分野（江原史雄）  

農業によるヒトの健康や福祉の向上に寄与するため，農業資源であるウシやヤギなどの豪商を障害   

を持つ人のケアの手段として所用するノナ法に関する教育研究を行う。また，限られた環境で生帰して  

いる家畜のストレスケアに関する研究を行う。  

作物生産学（上空喜八）  

賢取締原型の食料半荘に関する技術を解明L，アグロフィールドの管喫と周辺環境の保全に関する   

教育を行う。  
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アブt」主引原開発苧分野（福田伸＝）  

佐賀大オリジナルニ果樹品種の育成を目指して，育種技術の開発（DNAマーカー）や栽培技術の開   

発に取り組む。また，アグリ創牛教育・研究センターフィールドを活用Lた実践的な散布・研究も併  

せて行う。  
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ⅠⅠ方計，教育・研究，研究指導，修了要件，   
履修方法  

買草間牢旦些  学位授与の方針   

佐賀人草人学院農学研究科の教市目的に沿った知識・技能を修得し，苧牛が身に付けるべき以下の具  

体的学習成果の達成を学位授与の方針とする。   

所定の単位を修得するとともに，修士論文を提出した者に対して修了判定を行い，農学研究科教育委   

員会及び研究科委員会の議を経て，学長が修了を認定し，学位を授与する。   

① 所属する専攻やコースなどの専門分野における学問領域において，先端の高度な専門知識を身に  

付けている。  

② 研究活動を通Lて実践的な知識を身に付‾けるとともに，科学的思考力と洞察力を養い，専門分野  

及び関連する分野における諸問題の解決に白律的に取り組む能力を身に付けている。   

逗〕専門分野の杵を超えて，幅広い教養と広囁な視野をもち，地域や社会に貢献するための意欲と実  

践力を身に付けている。  

農学研究科の教育課程編成・実施の方  

教育目的  

佐賀大半が立地する佐賀県は，農業，有明海水産業，憶造業，製薬業，窯業などが地場産業として長  

い歴史を持っ。佐賀人草iこは，このような地域罷業を振興し，新たな地域別牛を担う人材を育成する使  

命がある。また，社会情勢の変化により，農業分野においても，他分野との境界域を超えて，医食同源，  

機能性食品開発，スマート農業などに代表されるように分野間の融合が漣んでいる。農業分野の高度化   

には，理学，卜苧ならびに医学の知識と手法も不可欠となっている。   

佐賀大学大学院農学研究科では，主たる専門分野における知識を身につけるとともに，大学院教養教  

育プログラム及び白然科学系研究科共通科目の履修により，多様化及び高度化する≡狸工学系，医学系の   

異分野との融合を図り，複眼的視点から科学的な思考ができる専門職業人材を養成することを教育目的   

とする。  

教育課愕の編成・実施の方針  

木研究科において，以上のような教育R的を達成し，学位授与の方針を具現化するため，以卜の方針  

の下に教育課程を編成し，教肯を実施する。  

① 学位授与の方宗十①を達成するために，「専門科目」を配置する。   

② 学位授与のオ針②を達成するために，「特別研究」を配荷する。   

竃〕学位授与－の方針③を達成するために，「大半院教売教育プログラム」及び「自然科学系研究科」し  
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通科R」を配置する。   

垣〕学位授与－の方針〔∋②③を達成するために，修士論文の審尭及び最終試験を実施する。  

1）教育の実施体制  

〔D 全ての授業料Rで開講前にオンラインシラバスを作成する。   

② 開講後には半生による授業評価アンケートに基づく教育改善を実施する。  

2）教育・指導の方法  

〔D 各授業料Rは，シラバスに明示された講義概要，授業計画に従って実施する。   

② 各学生に指導教員ならびに副指導教員を配置し，履修指導や研究支援，修士論文執筆指導を行  

う。   

3）成績の評価  

① 成節評価は，シラバスに明示された基準に従って厳格に行う。   

② 修士論文審充及び最終試験は，］三乗1名，副充2名以上によって実施する。  

各コースの教育・研  

生物科学コース  

本コースの教肯課程は，広範な生物質肺の探索と機能解析，有用生物の育種開発，生態系iこおける生   

物制御機偶の解析，バイオテクノロジーによる新素材の開発等，バイオサイエンスに関する総合的かつ  

某践的な教育研究を行う。木コースでは，遺伝7－・細胞・代謝レベルから，生態系における個体レベル  

まで広範な領域における教育研究を実践する。生物科学を基態とした様々な分野に関する包括的な教育   

研究を行うことにより，グローバル化時代iこ対応できる幅広い視野を持って，世界の食糧・陣取・環境・   

生物多様性などの諸問題の解決，生物関連産業の振興および生物科学の発展に貢献できる技術者・研究   

者を育成する。そのためiこ，（1）生物科学の領」戎における先端の高度な専門知識，（2）生物資源の生産   

と制御に関する諸問題の解決に自律的に取り組む能力，（3）専門分野の枠を超えて，幅広い教養と広範  

な視野をもち，地域や社会に貢献するための意欲と実践力，を身に付けることを目標とする。   

教育目標1に関して，「選択料日」として「熱帯農業資源半特論」，「熱帯費姫怖物利用学持論」，「熱   

帯作物改良学特諭」，「熱帯作物生理学持論」，「動物ゲノム情報学持論」，「動物・発生学持論」，「動物繁荊  

生理学持論」，「荒業花井幽芸苧特論」，「匝l芸植物資源開発苧特論」，「花井園芸学持論」，「植物ゲノム育  

種学特論」，「柿物分子遺伝学特論」，「怖物ゲノム工学特論」，「植物ゲノム情報科ギ特論」，「怖物ウイル  

ス病学特諭」，「植物ウイルス苧特諭」，「線虫学特論」，「先端線虫科学特論」，「動物行動生態学持論」，  

「動物行動学持論」， 「家畜行勒苧特論」，「豪商管理苧特論」，「作物生産苧特論」，「作物生態学持論」，  

「生産生態学特論」，「循環型農業生産学特論」，「果樹同芸学特論」，「果樹生産学持論」，「動物遺伝育種   

学持論」，「施設農業牛在学特論」， 「農地環境「苧特論」，「農地農水計両学特諭」，「農用先端機械学持論」  

を開講している。また，生物科学分野における最先端かつ多様な研究活動の場を通じて研揮を積むこと  

を目標に「特別研究Ⅰ～11√」を開講している。  
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教育R標2に関して，学生同⊥が切磋琢磨する環境の中で，自ら研究課題を設定し研究活動を実施す  

る等の想像力，白立力等を磨く数台として，「特出り研究Ⅰ～Ⅳ」及び「生物科学演習Ⅰ・Ⅱ」を開講し   

ている。   

教育R標3に関して，1年次に「自然科学系研究科共通科R」として「生物科学特論」を開講してい   

る。  

食資源環境科苧コース  

本コースの教肯課程は，農林水産業の生産基髄整備と環境保全，食費沢に関する知識を習得し，畏水   

産業や環」完に関連する技術者・研究者となる高度人材を養成することを目的とする．。本コースにおいて  

は，農学分野の中でも，特に，農業工学の領域において，水資源及び地粍環境等の生産某鰻領域のみな  

らず，バイオマス利活用，環境修得，1T活用に対応した専門性と先端知識を養うために，（1）食費肝環   

境科苧の領域における先端の高度な専門知乱〔2〕農業隼躍や環境に関する諸問題の解決に自律的に取  

り組む碓力，（3）中門分野の枠を超えて，幅広い教養と広範な視野をもち，地域や社会に貢献するため  

の意概と実践力の習得，を教肯日標とする。  

教育目標1に関して，「選択科目」とLて，「環境地盤苧持論」，「環境分析化学特諭」，「環境情報1二学  

持論」，「生産情報処三哩苧特論」，「先端情報技術苧特論」，「生産エンジニアリング持論」，「先端環境分析  

化学特論」，「水質抑計画学特論」，「分光統計部折半特論」，「土壌物理学特論」，「水環境工学特論」，「生   

荏地盤】二学特諭」，「捜栴環境l二苧特諭」，「先端地水草特論」，「利水解析学特論」，「応用水利苧持論」，  

「土質工学持論」，干潟生態環境学特論」，「植物環境応答学特論」，「応用植物生理学持論」，「植物系純分  

矩学特論」，「怖物肺肝学楷論」，「構物感染病学特論」，「昆虫分子生物学特論」，「先端昆虫分子生物学特   

諭」，「システム牛態学特諭」，「進化生態学特諭」，「動物資源開発学特諭」，「農業気象学特論」を開講L  

ている。また，食資源環境科半分野における最先端，かつ多様な研究活動の場を通じて研稗を積むこと  

を日韓に「特別刷便Ⅰ ～Ⅳ」が開講されている。  

教育目標2に関して，学生同士が切磋琢磨する環境の中で，自ら研究課題を設定し研究活動を実施す  

る等の想像力，白市力等を磨く教育として，「特別研究l～Ⅳ」及び「食資源環境科学特別演習1～Ⅳ」   

を開講している。  

教育日原3に関して，1隼次に「自然科学系研究科共通科目」として「食資源環境科学特論」を開講   

している。  

生命機能科学コース  

木コースの教育課程は，生命化学や食料科学を某礎として食品や医薬品の関連産業で技術者・研究者  

となる高度人材を蒸成することを目的とする。本コースにおいては，農学の特lこ農芸化半の領域におい   

て，食品の安全や栄養化学，食品加†二技術や微生物の応用等，食品の栄養健康機能のみならず，牛物資  

源の化学的利用に関する専門性と先端知識を養うために，（1）生命機能科学の領域における先端の高度  

な専門知識，（2）食料や健康に問する諸問題の解決に自律的に放り組む能力，（3）専門分野の枠を超え  
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て，幅広い教養と広範な視野をもち，地域や社会に貢献するための意欲と実践力の習得，を教育R標と   

する。  

教育日原1に間Lて，「選批科目」とLて，「牛化学特諭」，「タンパク質科学持論」，「微生物遺伝学特  

論」，「真横微生物苧特論」，「応用微生物苧特論」，「微生物苧持論」，「生物有機化苧特論」，「分了一生物苧  

特論」，「バイオセンシング特論」，「バイオ材料特論」，「分子細胞生物学特論」，「細胞情朝学邪論」，「食   

品偉化学特諭」，「食糧流通貯蔵苧持論」，「食品科学「学特諭」，「バイオマス利用特論」，「海洋資源化学  

持論」，「グリコバイオロジー特論」，「バイオメンプレン機肯巨特論」，「食指安全苧持論」，「分了一発毒草特  

論」，「脂質生化学特論」を開講Lている。また，生命機能科学分野における最先端，かつ多様な研究活   

動の場を通じて研粁を積むことを日原に「特別研究Ⅰ～Ⅳ」が開講されている。   

教育R標2に関して，学生同⊥が切磋琢磨する環境の中で，自ら研究課題を設定し研究活動を実施す  

る等の想像力，白立力等を磨く敢肯として，「特出り研究Ⅰ～Ⅳ」及び「生命機能科学特別演習【 ・Ⅲ」   

を開講Lている。   

教育目標3に関して，1年次に「自然科学系研究科共通科目」として「生命機能科学特論」を開講し   

ている。  

国際・地域マネジメントコース  

本コースの教肯課程は，国際的な農業・農相振興の視点から国内外の地」或社会と連携した実践教育に  

より，農業や地域寝業の育成に関わる高度人材を養成することを目的とする。本コースにおいては，地  

域社会の某規となるマネジメントに関する専門性と先端知識を養うために，（1）国際・地域マネジメン  

トの市印或における先端の高度な専門知識，（2）農学を基糖とした地域振興と国際協力に関する諸問題の   

解決に自律的に取り組む能力，（：弓）専門分野の枠を超えて，幅広い教養と広範な視野をもち，地域や社  

曳こ貢献するための意欲と某践力の習得，を教育R標とする。   

教育目標1に関して，「選択料日」とLて，「農業経済学特論」，「農業ビジネスマネジメント特論」，   

「アジア比較農業持論」， 「食料市場流通持論」，「国際・地域協同組合特論」，「地域農業オーガニゼーショ  

ン持論」，「比較農政学特論」，「農村社会学特論」，「人間生態学持論」，「国際環境マネジメント特論」，  

「地域費姫マネジメント特論」，「農相地理学特論」，「ルーラル・デベロップメント特論」，「生倭人類学   

特諭」，「アジア地誌時論」を開講Lている。また，国際・地域マネジメント分野における鼻先吼 かつ  

多様な研究活動の場を通じて研鐸を積むことを目標に「特別研究l～Ⅳ」が開講されている。   

教育目標2に関して，学生l司士が切磋≡昧摩する環境の中で，□ら研究課題を設定し研究活動を実施す   

る等の想像力，自立力等を靡く教育として，「特別研究Ⅰ～n・r」及び「国際・地域マネジメント演習Ⅰ   

～Ⅳ」を開講している。  

教育目標3に関して，1年次に「白然科学系研究科」し通科目」として「国際■地域マネジメント特論」   

を開講Lている。  
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農業技術経営管理学コース  

本コースは，高度な農業技術と経営管理能力を有する人材の育成を目的とする実践的な教育力リキュ  

ラム（農業版仰丁数育）からなり，農業法人や法人化を志向する集落営農組織等における中核的経営者，  

農政や農業団体における営農指導者，農業関連分野に新に参入する企業等における指導的＃場で倒く企  

業人，及びアジアの諸地域におけるアグリビジネス産業の発展に寄与－できる人材等の育成を日精す。   

この教育プログラムでは，講義科目8科目以上，農業技術経営管理苧概論1†1り屯 農業技術経常管理  

苧演習3単位及び惜」′研究3単位の合計15単位以上の修得によって，修⊥（農学）に加えて「性質大学  

農業技術経営管≡牲学コース」の修了証及び農業技術経営管理士の称冒▲が授与される。  

4研究指導の方法   

半生は，指韓教員と良くコミュニケーションをとりながら，□主的な研究の主引了と問連分野の勉半に   

励む。修士課程で得られる研究成果については，関連する学会等での発表を日精すとともに，成果を取  

り締めた修⊥論且を作成する。研究室においては，科学者倫理に留意しながら口々実験・調査・討議等  

を行い，安全な研究環境の維持に配慮する。  

1）研究テーマの設定と実施  

惜⊥課程における研究〔特別研究〕は，1，2年生を通じて行う。特別研究のテーマは，指導教員   

との綿密な検討，打ち合わせにより設定する。特別研究の遂行において必要な事項については，指導  

教員より指示される。研究幕で行われる傾討会や雑誌会などに積柚的に参加するとともに，研究に関   

連する学内の諸施設・設備の案内・技術講習等にも適宜参加する。  

2）研究成果の公表  

研究成果については，関連する学会や研究会での発瓦 また学会誌への投稿を目指す。発表に関L   

て必要なプレゼンテーションの手法，また論文作成の方法については，指導教員より教授される。  

3〕修士論文の作成と修士論文発表会  

特別研究の成果を取り極めた修士論文を作成する。その内容己・こついて，2隼生終了時に修士論文発   

表会において発表する。修⊥論文発表会は，各コース単位で実施され，口頭発表で行う。なお，修上   

論文の審査教員から口頭試問による最終試験が行われる。  

5修士論文および最終試験の評価基準  

1）博士論文  

修士諭二丈の評価は，主充（1名）及び副充（2名以上〕教員が行う。各教員が川0点満点（修士論   

且の内容50点，発表会の内容50点〕で採点し，その平均点（小数点以卜は切捨て）において，60点以   

卜が合格である。  

2）最終試験   

最終試験の評価は，主査及び副査教員が行う。各教員が100点描点で採点し，その平均点（小数点   

以下は切捨て）において，60点以卜が合格である。  
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6修了要件と学位   

修了酎牛は，應研究科に2年以上／f三苧して60単位以＿とを修得L，かつ，必磐な研究指導を受けた上，  

修士論文の審♯及び最終試験に合格することである。   

学位の揮頂は．修士（農学）である。  

7搾業科目と屈借方法  

川 授業料日  

各コースの授業科目は，「Ⅲ授業科目，単位数及び開講年次」のとおりである。   

（2〕履修方法  

① 大学院教養教育プログラム4単位以上，自然科学系研究科共通科R8単位以上及び専門科Rのう  

ち各コースに指定される必修科目（特別研究36単位を含む。）を含む購単位以上，計60単位以上を  

修得しなければならない。   

② 大学院教養教育プログラム及び白熱科学系研究科共通科目のうち・①にある要件を超えて修得した  

単イ屯 指導教員が必卑と認めて幅修した他コース，他研究科又は他大学院の授業科目の単位は，4  

単位を限度として各コースの専門選択料臼の修」′に要する単位に合めることができる。  

所属コースの牛捕り研究  36単位  

人学院教養教育プログラム  4世位  

白然科学系刷填科丑通科目  日単位  

所属コースの専門科目  12単位  

合  計  60単位以＿ヒ  

8大学院設置基準第14乗による教育方法の特例に基づく履修方法  

（1）特例の適用の対象となるものは，社会人学生である。  

学生は，「授業科臼，単位数及び開講年次」の内容に其づき，各自の在学期間を見通した裾修計両  

を立てること。   

（2〕曜惜計l和島 指導教員の指導のもとで作成するものとする。  

（3〕特例を適用する場合，課程値√に必要な60単位のうち12単位（特別研究36単位を合む。）以上は，   

通常の軽業時間冊における履修によって修得しなければならないものとする。   

（4〕社会人学生は特例に基づいて開設される授業の帽憤によって修得した単位のうち1日単位までを課程   

修†に必要な単位数に合めることができる。  

なお，社会人学生以外の学生で指導教員がその必要性を認めた者については，10単位を限度として，   

上記特例に基づいて開設される授業を指値Lて，課程修了に必要な単位数に算入できるものとする。  

（5〕特例による夜間の授業時間は，次のとおりである。   

節1時限18：00～19：30  

第2時限19：40～21：10  
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9履修手続について  

授業科目を指値L，単位を修得するためには，次の手続を桂なければならない。  

・We bによる曙値登録になるので，登録・修正期間，場所等は詳しくは掲示を見ること。  

・講義に出席し．定期試．暁を受験し，あるいは，レポート等を提出して合格点に達すれば，所定の単位   

が与えられる。  

10相談等の連絡先  

堀修関係等   

農学部教育委員：S口dan－k軌止c仁．Saga－u．aC，jp  

学生生柿間係等  

農学部学生委員：SOdan－g軌1．cc．sぞ唱a－U．aC．jp  
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Ⅲ授業科目，単位数及び開講年次  

1招業科目，単位数，開講年次  
生物資源科学専攻  

本斗  2D20年震  2021年厩  

目  
区  担当教昌   春草朋拙学期      春学期秋学期     備  考  

分  必修  選粥  前半  後半  前半  後半  前半  後半  前半  後半   

研究・職業倫理特論 1  ⊂〕  ⊂）  

プ大  ⊂）  ○  

H 口売  ⊂）  ○  ※必修科目を  

ゲ聖  ⊂）  ○  含め4嵐伸二以  

ラ震  ・⊂）  
⊂〕  卜選択必修  

ム胃  ○  同 〕  

多文化共牛群解   ○  ○   

脚」成 科 学 融 合 持 論 2  ⊂）  （⊃  （⊃  ○  

創 成 科 芋 PBL 特 論 2  集中  

知的財産特論2  ネット  

押工学概論   ○  ○  

自  ○  ○  

舞乗  集中  

科  2  集中  

押工学軒別溝義  2  

苧  
※必修科目を  

数   7て   概   論   ○  ⊂）  含め8単位以  

系  ・＝）  
⊂〕  卜選択必修  

研  ○  ⊂）  

⊂）  ○  
※生物科学特論  

究  
は生物科学コー  

科  
機 械 工 7＝」既 論   ○  ⊂）  ス、た質源環境  
電 気 電一子 ⊥ 草概論   ・⊂）  ⊂〕  科学時論は允資  

共  
郡†市丁学通論  ⊂）  

照環境科学コー  

通  〔〕  ⊂）  

ス、生食機能甲  

半時論は生食機  
科  龍科学コー．ス  

目  語  群  論   国際・地域マネ  

生 物 科 学 特 論   同 〕  ⊂）  
ジメン ト特論は  

食資源環境科学特詣   
⊂）  ○  

国際・地域マネ  
ジメン トコース  

づ三 命 機能科 学 持 論   ⊂）  の必修  
国際・地域マネジメント持論   ・＝）  ⊂〕  

熱帯農業賢脱字ご持論  ロ  （⊃   

生 物  口   ○  ⊂）  

不斗 ＝  ロ  蒔田 大輔  ○  ⊂）  

・子・  
コ  口  蒔田 大輔  ⊂〕  〔⊃  

l ス  口  ⊂）  ○  

動物ヲ巳年．学年．f詣  

専  
ロ   ⊂）  ○  

門  ロ  山中 賢一  ⊂）  ○  

科 目  口  一色 司郎  ・＝）  ⊂〕  

園芸柄物資源開発学特論   口  一色 司郎  ⊂）  ○   
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料  2020年度  2021年麿  

目  

区  
担当教昌            備  考      弄学期   拙学期   弄学期   秋学期  

分  必修  選研  前半  後半  前半  後半  前半  後半  前半  後半   

花井園芸学粁論  ロ  辻田 有紀  ○  （⊃  

植物ゲノム育和学特詣  ロ  穴井 忠昭  ○  ○  

梓物分rF帯伝号特論   ロ  穴升 宣部門  ⊂〕  〔 凹  
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料  2020年度  2021年麿  

目  

区  
担当教昌            備  考      弄学期   拙学期   弄学期   秋学期  

分  必修  選研  前半  後半  前半  後半  前半  後半  前半  後半   

先端地水草粁論  ロ  （長 裕幸）  ○  （⊃   

利水解析学持論  ロ  阿南 光政  ○  〔〕  

応 用 水 利 子 持 論   ロ  弓削こずえ  
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料  2020年度  2021年麿  

目  

区  
担当教昌            備  考      弄学期   拙学期   弄学期   秋学期  

分  必修  選研  前半  後半  前半  後半  前半  後半  前半  後半   

生  ロ  光正・ヒ≡進  ○  （⊃  

市 機   永尾晃治                      ロ  ⊂）  ○  

悶   ロ  永尾 尾括  ○  ⊂）  

科 ＝ 凶  コース全稚貝  ⊂〕  〔⊃  ・⊂）  ⊂〕  

コ l  コース全教呂  （⊃  「1 ＼＿ノ  ○  （⊃  

ス  コース全数昌  ○  〔〕  

専  コース全教貝  〔 凹  ○  

門   
科  

コース全稚貝  〔⊃  ・⊂）  

目   コース全教呂  ○  ○   

農 業 持 前 学 柑 論   ロ  辻 一成  ○  〔〕  

指莱ビジネスマネジメント特論   ロ  辻 一成  ○  〔 凹  

アジア比較是篭業特論   口  辻  一成  集中  

食料市場流通持論  ロ  （白武義治）  集中  

国際・地域協同組合鞘詣  ロ  （白武義官台）  ○  ○  

地域．特異オーガニゼpション時論   ロ  （小林恒夫）  ⊂）  〔 凹  

国 際  口  （′ト林恒夫）  集中  

地  
＝＝＝              ・；・   ロ  藤村 美穂  ○  ○  

域  ロ  川副可 司）  ○  ○  

マ モ  ⊂〕  
彙必修科目を  

ロ  脂耶：：．酎頂轄  〔 凹  
ンl  含め胴単位以  

メ  
地域賢蹄こマネジメント持論   口  五卜嵐 勉  〔⊃  

・⊂）  上選択必修  

ン  ロ  五十嵐 勉  ○  （⊃  

卜 コ  ロ  藤相 葉穂  ○  ○  

l   

ス  
ロ  中井 信介  ○  ⊂）  

ア ジ ア 地 誌 時 論   口  中井†吉介  集中  

専 門  コース全教呂  ○  ○  

科  
目  

コース全数昌  ⊂）  ○  

国際り也域マネジメント演習Ⅲ 1  コース全教貝  ⊂）  〔 凹  

国際・地域マネジメント演習n・「1  コース全教員  ⊂〕  ⊂）  

特別榊究IR  コース全教呂  ○  ○   

特別研究11日  コ←ス全数昌  ⊂）                       ○  

特  別  研  究  Ⅲ 10  コ【ス全数貝  ⊂〕  ○  

特  別  研  究  爪・rlO  コース全殆貞  ⊂〕  〔⊃   

外国人等学生特別科目  

2020年度  2021年麿  

授業料目の名称  単位数  担当教昌            備  考    弄学期   拙学期   弄学期   秋学期  

前半  後半  前半  径半  前半  後半  前半  後半   

ア ブ ロ サ イ エ ン ス 特 論  1  辻出 凪土ミ  ⊂）   ○   

○  ⊂）  ○    ⊂）  ○  ○    アグロサイエンス特別慣習   2  辻田 忠志  ○     ○   
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国際人村育成科目  

授業料目の名称   

上⊃1anLPhysiology  
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授業料目の名称   
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【生物科学コース】層修モデル  

大学楳鞭凍招請  

フ㌧Tグラム  
叫偉観  

比卸料臼  コース必帽科目  コ・一ス選択料臼  加】巡択料臼 （必惟）   

2年秋学帽持  
】‾甘‖‾ンゾ＝  

2丁半秋′チ珊ち  

、√1ゝi．■′÷r＿・・】  
2小才≠■■HWl  

‾】「汀イ⊂   
㌢隼ホ草Ⅶ佃  

知付J【け鞘ご持論（ネット）  家荊1■叩1！乍柑論  
1叫秋草叩IH  

彗布機能叫′三当寺謁  循環里農．乳牛砧干満論  

加的相伴斗Jf論（串・ソト）  

号物柑、㍗咋腐  
昭別間究Ⅰ】   

動物珊′｝円墨■命  
11三枚」’こご二期．1  データサイエンス持前    食酢配環境科丁粁＝桁  

試某乾＃聞芸ギ彗．冶  
l1］際・地域‾7ネジメン  

HJf論  t桝ミ1・苧偶彗l  

がり．成科学歴合特需  帥♯毎分I㌧遺伝干咋拍  
1牛木乍川B  

がりh師卜子†朝刊論〔華中）  阻哨線虫科学朝部  

研究・職業愉岬群論  昭号脚「璃」   
則b押卜乍髄・計持論  熱帯帯：監閂源乍咋論  

1牛木∫管用．ち   情桐セキュリティ午．■」■＝諭  
余り祓科学ⅢL咋請〔張｝）  花＃囲芸乍朝溺  

芋術ウ罰汁斗■、■f論  

憎了頭††叫下敷   4   R  4   R   ：聞   即）   

【食資源環境科学コース】履修モデル  

人■■r：院．阻摩耗百  

フ守了グラム  
申†音数  

上付例日  コース必佗科目  コースj：削彗科目  加】〕馴叩川 （必恨）   

2句こ枇乍間1う  食㌢f源環境≡科学  
」 r   ツた： T  

2句；棟学」恥1  牛字引演習廿■  

2年小学」ロⅢ  食門澗環堤科学  
・牛用珊f究m  

2壬トJ長学」恥1  昭別偶習lII  

兄用地木下持論  

利虹軒析乍持論  
知的榔・甘粕請（ネット）  農．1‖究帯封穐  

1【三枚」■；ざ：川】l  止汀廿水井JT持論  
′い別封粁叶苧昨詣  植学持論   

l二門丁一■㍗持論  

企胃湘環境科・芋      卜削・十億環＿囁J、㍗持論  
■‾口「I・イ⊂   

特別抽麿川  
加瑚1相甘■f論（ネ・．ソト）  

卜壌均＿理学持論  
生物‡斗学持論  ゝlj！圭地月！王水引  

1年秋草吼1  データサイエン．スれ＝諭  水澤埼り二千柑諭  
真田配環境相丁粁論  雨下持論   

牛稚拙儒トニ子持請  
円際・地域－了ネジメント持論   

洩弼瑞墳l二千情話   

先端惜閂技術乍時論  

削成杵千秋合拝謁  姐梢環境分析化学昭諭  ンターンシッ  
1勺二春学期R  フ㌔  

別成村7PBは竿論〔集中）  水押頂計画て朝瑞   
盟地環1花T  

分光統計両神子乍時論  」’㍗持論   
ゝケt   ▼‖し 一声JJl予￥  

環境地モ†㌢1ご：持論   斗■購「」研究l  

斗柑」両君】  
研究・職業倫理里謡  粗昭分析化■■芦持前  

真り成糾乍融合相手毒  施設既．業ノトニ  
l隼♯■■ニュ胡」．1   冊用セキュリティ持論  環境丁津主l二■■芦持前  

真り嶋村刊〕円け乍諭〔集中）  在学持論   
学術英語楷蒲   ノt押≡T津主処叶、lニ：坤論  

甘堅気象■、1彗鋸南  

憎「頭††隼†司牡   4   R  4   1  ：捕   即）   
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【生命機能科学コース】履修モデル  

大学楳鞭僅熱病  

フ㌧Tグラム  
叫偉観  

比卸料臼  コース必帽科目  コ・一ス選択料臼  加】巡択料臼 （必惟）   

2句こ枇学」ロⅢ  

・牛用珊f究nJ  

2（†三拭ノア皿ち  牛市坪帥E科学特  

2rド赤」’こざ＝瑚】i  馴演習1Ⅰ  

■†・イ已   
2Tl＝・舟■封附  

允1鞘軋碩町瑞乍咋．冶  

知的財．粗描論（ネット〕  バイオマス利川咋．冶  
11三枚」’こご二期1l  

′！イ行機能坤′習与論  グリコバイオコジー持論  

肺門′巨化′i叫吊■命   

1こH■封卜打   

加〃」汁ナ澤牛鋸首行〔ネ：ノト）  f描．生化‘、1早†論  

母物什■lご：叶綺  作品別71二r一声牛’痛打  

1隼肘判射  データサイエンスⅢ論  
真打抑環境科′丁：持論  師洋門源化r芋牛裾命  

は膿・地域叶プルト桐 ・L何機熊村乍持  甘辛肯軒■1叫†論   

別所ず＝  ユ■f怯千枚号物干昭論  

刺成杵干取合群論  顆牛物∫7亡持論  
1小才F苧相川  

創成椚て¶軋持論（砦中）  分「－生物学持論  

バイオ材料柑論   

■‾口「I・イ⊂   

徴′fi物逓伝苧†も諭  
市拝究・耳哉砦倫理特薦  

月り成科学融点朝讃  応川枇′！i物学持論  
l［三春」1こ∫二‡鋸   借用セキュリティ特満  

月り埴科学ⅢL咋．諭〔集中〕  ′ト何年栖化苧斗も諭  
ノ、r－術葉語鼎瀦  

バイオセンシング招請   

峠J■■豊：什1j．†封‡   1   R  ′1   R   3t弓   6（】   

【国際・地域マネジメントコース】履修モデル  

人71危殆燕栗－「F  
斬イ、■．′：敢  

7セグうム  相即柑  コース必惜利・LJ  コース這細目＝トII  r津周相伴川 〔必†l引   

2Tl＝・拙」■こご調川  lり際一地域マネ  
‾l－「I・′力＝ r  

2叫秋草叩い  ジノント桝彗¶・r  

2句こホ‡早期1う  ‥J際■地域マネ  
Lしぃ＝n∫ツた   

2句こ林学」恥1  ジメント碑－■当11t  

加瑚け開上持論トネット）  
1中秋学期11  生態人博学持論   

彗布機能万一∫7群論  

知勒財制Jf諭（ネット）H際・地域ヤヰ  
斡別間究Ⅰ】  

号物科学鞘．ち ジノント洞習¶  
1甲拙ヤ封乱ち  方帥川二条苧柑論  

先行斬罪塀：科学相調  

巨」l葦・班峨マネジメント相識  

殿業ビジネスマネジメ  
ント咋論  

軌成什、iご滴包含特詣  地域．門業オーーガニゼー「  
l牢ホ草Ⅶ佃   

創成糾・■押肌郎．‡品〔脂刊  ション拙論  
l呵際▲地域マネ  

特．㌻．丁巧  キ柑」研究】   
÷、、メ、ト活サ＝  

研究・酷．■矧胤彗昨．鵠  門．野師軒円満■命  
別．戊科て＝随分特論  

l句こ林学」軋へ   f17報セキュリティ情論  国際・雅邦‾吋■珊lた持．論  
創祓糾・■押肌邦．論〔華「＝  

学耶英語朋．稲  飛．業地．甘刊昭■命  

峠J■■豊：什1i†封≒   1   R  ノ1   R   3t弓   6（】   
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【生物科学コース】カリキュラムマップ  

■、；ご：†・て〔子宝リー rノ〕ん‖・  肘附帥糟＝－・フ・抽｝†刑余F予‘講Lぎ誓■㌍筆端措・写㌘投票舘三つこ丁ろ 浣甜J 
．崇 ノロ叫七て．≡三推力モ」れ：′〕r‾こ‾いて）   

墨巧■．刊究】1・ 土や馴1■り＝’た11‘  

ヒ叫肘別】う   ‘ト杓玖・■】r＝前習IT  

汀．■テ■．・∴メr「′兄】1「  り川【什ヂ三11㌻  

2隼秋川A  ノト拍叶■／珊・■i】＝川  つ  

墨巧■．刊究Ill  土や馴1■り＝’丹Il  

ヒ叫イH別】う  ‘ト杓礼・■】r＝■量習l†  

汀．■さ■．・∴メr「′先【【l  捏jr【什ヂ三†t【  

2隼†川IA  ノト物札■■1■埴巨■i】こ川  つ  

1■．明確Ir  土用ll■り＝’たIl  ‘lイヽ掩陀‖・■仁丹．手品   

／＝」＝  」ハLll  

四千■け．㌻■葦  

拘禁卸揮   ■■アサ「．㌻宍1  

1隼秋川】ち  l巾  

拍車■ノム   ・耶f＝日刊満  

物ウイルス・’r＝特．識  

音汀ミ＝升■r＝17．11輸  

汀．■テ■．・j   究l【  門別軒聖It  ′l・．ご拍f＝トr■三■Ll■i声i   

世情ド軋昭1：！■、手打＝織  ノト粕印■■r拭・■PこJt  好個冊瑚汁†′■祥子．ア．丁旨  

仙竹1す巨／l・二■芋持論  こ】こ†肝・他」■中ソネジJント粕詣  

前菜花井ト丁≦lユ■ご・’芦特．識  
l隼札瑚A  

11日カケノムl    二■■r斗11粘  

10  

帥拍ウイルス＃j′】ト†．ナ．㌻■葦  

禄‾音戸fl舶■－■7ザ「．㌻∃1  

l■：聖二刊l■：豊水帥．叫7析＝．苗  

r・■三ヒj■．■・■■rけこl  
土叩rl■＝■l叩二r  r；≠■‘fl・■■甜】！下笹諭  

熱情肯軒佃拍車址・’声持．識  ′ト物封ノr＝析出l  什」r；■（fl・・’肯一門l持論  

1両如）／－端正    こ■■r＝111粘  

l（ド†l三川】弓  

‖1  

柑  丑■■7■キ  i左 d  

二川三遷境r   特．手lキ  

究l  
土じヒjrrl■：■lニサニr  

l’・■J［■1じ・l「；1し1てこJ二1甘粕．：FT抒  

芋：揖軒・’r＝持論  ′ト物封・■～■＝開封l  情甲セキ＿7．リティ持論  

ヒ・■ン′ニ＝111粘  j・＝†・‾丁姓．骨持論  

1年在岬情  削はfl・’■r一冊二√ド⊥l：品  

詩仙∴7■午・－l■■．㌻宍1  m症科■■7■r■【1l．れ＼irl  

ごニ■T椚＝識  

鮭．豊   基ノ享：√主・■rヰ宇．†蒜  
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【食資源環境科苧コース】カリキュラムマップ  

■、；ご：†・て〔子宝リー rノ〕ん‖・  （＝ユ ＝i・■ニ⊥椚棚＝－・フ・柑′｝†刑余F予‘講Lぎ誓■‡ 浣甜J 
・ ：ヽ   ノロ叫七て．≡三推力モ」れ：′〕r‾こ‾いて）  

土や馴1■り  土用り仰’ウヒ【＼’  

ヒ叫肘別】う  曙什【   ＝持別輔車¶■  肘丑町阻隠什■j・■＝柏里肘汗汀’  

m晶甘・・’／：インターンシ：ソフS   

丹朴   11㌻  ユ■Ll川和：■先tl「  

2隼秋川A  桔7刊・’、   門川胆岬1n’  こ‖Ⅴ  つ  
〔仙■上fl・・    インヤーンン・ニ′プS   

土や馴1■り＝’丹Il  巧別泄’ウヒ川  

ヒ叫イH別】う  付甘れ阻甘什     ＝持別拘㍗l】1  丹丑町阻■封＝トノj・■＝特別浦1t川】  

rインターンシッー7S   

丹朴  ヱ’l川和：■先】†t  

2隼†川IA  上㍍f＝l・’、   門井別糾甲l¶  こ川I         ．・、し「．  つ  

仙l■上fl・・    インターンン・ニ′プS   

bll■引け・：■珊テ．㌻産  土用ll■り＝’たIl  持別泄’ウヒIl  

企草■軋阻曙什；・＝持別種㍗ll  食  
仙  』  ′－7S  

l叩枇期】∃  れ  l小  

印  
7．L ll岬  

t二江川   阻廿■；二＝†寺；詣  

テ‾－ケヤーイTンニⅥ．1テ．≧■■音  上声  t用り泄■た†】  

ダイバーシテ・f・人一苛≡手打f特．r■葦   」㌣  吋澤源畷職丼・Tm別冊刊Ⅷ  

加げ」肘．咋れ■㌻■葦   エンジニアリングチ‡■論  削症科■■7■インターンシ丁ソナS  

l隼秋川A  均p   印  l巾  

梢＝   特  コ  

州控     ．丁′▲ lllR  

i・にF  澤境」∴r＝巧．㌻■盲  

f岬．・にに・′】J＝勲合れ．：■ネ  さ一別什′たt  J■‾l＝  

創困声竹井肛門■㌫i  叩■l側溝－i岬1   た     ＝  
†押テ   ’門■論   f仙■上f   ′7s  

l隼肘机5  
：L『．描紺■工分甲化・■γ＝三下掃  

1リ  

ll軒王■＝土‡．倫  

i）光春   畔上．lニ′   ＝拍：詣  

捌′兄・畔吏笑†l一律叶l＝．：ご汽  ざtlj冊：′たt  J■‾l＝  

ll亡  ■ － ′ ノ  ・．l．1「  町什   叩l側溝－■伏1  た     ＝  
刑．域才＝⊥／r■明拾里．手lキ  ’芋持論  f仙■上f     ′7s  

l隼「l■澗八  環】乙■工分中化・■γ＝土亨．倫  ln  

rロ」甘L．1i＝剛l．・■γ＝土‡．詣  

P】L′  ≡1．用  
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【生命機能科学コース】カリキュラムマップ  

ヲ十？  

rノ〕ん‖・   ノロ叫七て．≡三推力モ」れ：′〕r‾こ‾いて）   
■、；ご：†・て〔子宝リー   〔＝ユ仰‾帥糟＝－・フ・柑′｝†刑余F予‘講L宣 浣甜J 

二nL机上砕ノノを・射二′右：てい君ト   

斗．■‘甘．■月咄＼・－  土用【1■り＝’聖l＼・  

2咋拭相川  ∵戸津すモ封・’r＝・特訓肘■4ヤーl  5  

I！■  究】＼・ Llrr   叩・二11「  

2叶一秋州∧  n    エ1・・■】こ－＝特別首相川  

け．・j■．■H究  以    †I【  

2（ドれ1川】弓  合  セ  乱■■岸里附＝け．11I  

L！  究   巧骨    ㌣：七It【  

2叩作用」へ  ′Ll手り   萱㌍㌢り－ビ柑ほ弓習tI  つ  

斗．■‘甘．■亡－   汀■克   土1瑚【1■り＝’聖Il  Jl‖付！ナ所持．「品   

凸  ヒ！浦－iリl  ‘ヒニ．作柄空苅・’】J＝・特別■粁■4ヤt  ′卜【H楓－たI＝1イ＝rl・論  

匹  撒  午・－l■■．ill  

l隼秋川川  ln  

ケ′リ：7′くイオ・「シ■■－†．11箇  

帽・7■盲■ノ！ミノヒ■rヰ11筒  

ヰ．■．巧■．■   究Ir  甘rl■＝■l二   【l  ‘仁持fl十．ごこ土1■＝満  

叶■】こ－＝巧別前出t   食・㍍帰封封巨・■＝持論  

Jも■．■■．ノニノヒ■■r二れ＝．首     a  l：一際・把吠一丁ネジメン：、q’Jf．倫  

1（ト秋川八  ⊥㌻′一・ンーlトイユ∵ノス†一l■諭  
l巾  

l≡岬  佃冊一昨印諭  
分／一汁；査・■f＝特．品  

汀．■巧．用■1宅  
隼骨    ㌣：モー  仙j’王I＝1・・■r＝J叶丁ト！■‾l＝．論   

県柄井＝  ′F．苗   彗軍叶■r7特別溝習t  什小＝辟卜r■l■Fll井川l  

㌻′L l：llミ  

1年在朝l】5  l小  

拍  1■1＝．首冒  

バイオ相知ト打  
I！■  究  LJrr   叩．二r  r川こ■王fl・■冊】！「十三1■＝．「轟  

巾咄従1＝ニノーi  牛用甘■≡＝H・・■】こ－＝巧別前出l  廿日廿1・・■打一用丑■f㌻：蒜  

′lご埼：■l■†仁こ・■】rこ  1l1い光・職■砦†≒升拍．′－缶  

l隼イ川しヽ  lJP・㌔牛．瑚ノf■て    m  ト■廿ヨセキュリ予 ln  
fケ◆l■■i占1  

物イl■純一二て：    l≡llさ  iノトテ斗‡．≠持前  

バイオセンシン     r持論  

【国際・地域マネジメントコース】カリキュラムマップ  

し即て端・f  

〟）ノ＿Flてl・   臣晶乃高地宮亘廿里一  ■、iご：位チエ／、・   〔：L二・．・用十醐巧や＝－スな捏〉■四分門二Jj 競昔莞賢鵠二亡・＝■・    一向 
的卜糾む措ノノキ・身に′つ∴てL・る 

土用【1り：′1リ＼㌻  

2了1こ秋期】5  ll■   告・上山Jト′えジメント鞘－iし」n■  5  

Jl■＝■門二11 

ヒ叫肘別．・ヽ  りかぢマ貴ジメント拘サ¶’  

J川ニチ：T†【  

2（ト「l■棋mi  択・lせ！1堤ヤ黄シ■ノント閉ナ】川  

2叩作肌q  サ与．  土・阜？＝キジメント桝－ilヲm  

ノ＝三世人1升■ン＝†も輸  土亨馴1■り：彗Il  rlミ一日斬粧‖・  ■r＝巧．「前   
人「l■：≡ノ≡  二．世■■7：れ＝．：ご冒  l■描い地域－7えジメント粥ヤⅧ  

＝圭桃川‖  l巾  

町ト・  土用【1■り：彗Il  l叩呈り1コ蛾－、′ネジメン∵け諭  

＝圭秋川∧   ／j一拍‖   
l■■憫モ・地域－7Åジメント粥ヤⅧ  †■＝－拍臣町■（■こ  H・′j叩ナ．′rあ  

政■－■印「l■＝．ill  ′仁持f＝卜■1ご■‡‘l  

l巾  

デーケサイ  「ン六時．輪   

l■二▲圭Ⅵビシ′■ネニもー√ネジメントけ．；■音  土用【1■り  仙j廿1・・■ノ＝l■ヰ】  

l軒別・ヱ：℃オーガニゼーション1・－■＝．F冒  l購い  
1隼イ川川  

削はn・’／ごl■±   

ll・■llて≡．ヲこ川J：・7ネシ′メント特■Tl音  
l巾  

‾アン了‾  比頼．作業鞘．†蒜  

l■甘骨組品・■ト1…■  土筆  仙j廿1・・■ノ＝l■融り持論  

l■・■肥‡・池叫j」ニl＝・■l糾′ナれ＝．F冒  l■■l  

1隼イ川l八  
削はn・’／ごl■川  ．れ■  

封．■■押－l■＝．ill  
l巾  

・・t－ラル・ディペコ・′プメント特．詣  
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Ⅳ農業技術経常管理学コース（謝コース）について  
Sub－COurSe：AgriculturalMOT（Management Of T巳Chnology）Training Course   

この副コースは，高度な農業技術と経常管理惰力を有する人材の育成を目的とする実践的な教育力リ   

キュラム（農業版1・tOT教育〕からなり，農業法人や法人化を志向する集落営農組．織等における中核的桂  

営者，農政や農業団体における営農指導者，農業関連分野に新規に参入する企業等における指導的立場  

で倒く企業人，及びアジアの諸地域に矧・ナるアグリビジネス産業の発展に寄与できる人材等の育成を日  

精すプログラムです。   

この教育プログラムでは，講義科臼8科臼以上，農業技術経営管理苧概論1単位，農業技術経営管理  

半焼習3単位及び修了研究3単位の合計15単位以上の修得によって，農学修士に加えて「佐賀大学農業   

技術経営管理苧コース」の修了訓三及び農業技術経営背部十の称号が授与されます。   

学習や修√研究に際しては，主コースの指噂教員に加えて，副コースの指導教員や実務経験を有する  

特任教員等による支援を行います。  

1佐賀大  型草院買草石塀即興野師坪野買野師曜草軍翠三 学 コースに閤す  

（平成22年4．jll＝朴′王）  

（趣  旨）  

第1 この要項は，件賀大学大学院農学研究科履修細則（平成16年4月1日制定）節11条第6項の規定   

に某づき，佐賀大学大学院農学研究科生物資源科学専攻農業技術握営竿秤苧コース（以下「副コース」   

という。）に閲し，必要な事二項を定める。   

（席惜の手続）  

節2 副コースを雁催しようとする者は，所定の期日までに，履修障その他必要な干顆を学長に提出し   

なければならない。   

（修了の認定）  

節3 副コースの惜／要什を満たした者は，所定の期日までに，惜／認定申請告（別記様式1）を学長   

に提出Lなければならない。  

2 学長は，研究科委員会の読を繹て，副コースの惜了を認定し，農業技術揮常管理士の称ローを授与す   

る。  

第4 学長は，副コースの修了の認定を受けた者に，修了時に修了証（別記様式2）を授与する。   

（事  務）  

第5 副コースに関する事務は，学務部教務言果が行う。   

（雑  則）  

第6 この要項に定めるもののほか，副コースに閲し必要な事項は，研究科委員会が別に定める乃  

附 則  

1 この要項二は．平成22年4月1日から実施する。  

2 平成22年3月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学＿又は軒入学する者については，この要項を適用しない。  
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2摺某科目，学位艶聞講年次  

科  単  2020年度  2021年厚  

目  
区  

招 業 科 目  位担当教員  

分   賢女  高室恒半前可議童           議半   

〔農業技術繹官幣理ツコース）  

農 業 繹 折 草 特 論  1 辻  一 成  ⊂）  0  
食料市場流通時論  1 （∩武 義治〕  集中  

経  集中  
官  一 成  0  C〉  

菅  0  C〉  草4単位  

理  勉  ⊂）  0  選択必修  

部  ⊂）  0  

門  農 村 社 会 ノ∵二 特 論  1僻 村 美 穂  C〉  ⊂）  

アジア比較．農業特論  1 辻  一 成  集中  
国際環境マネジメント哨論  1 （稲岡 司1  0  C〉  

熱帯農業腎源」芋：特論  1 邸  招 壬揮  ⊂）  【⊃  

熱帯作物改良」芋：特論  1 藤 田 大 輔  C〉  ⊂）  

動物繁荊壮環」芋：特論  1 山 中 賢 一  ○  ※4単イ、一．′二  

捕物分子遣伝」芋：特論  1 穴 井 飛 昭  【コ  C〉  選択必修  

捕物ゲノ ム工」芋：特論  1 憤 速 稗 史  C〉  ○  
武二某花井園芸」芋：特論  1 一 色 司 郎  C〉  ⊂）  

副 コ  花 井l責1芸 草 特 論  1 辻 ロ も‾ 紀  ⊂）  【⊃  

l  肺物土盛染病⊥1］ご：粁論  1 帯 揚 蒸 章  0  C〉  

ス  捕物ウイルス病ノf二特論  1 大 島 一 里  C〉  ⊂）  

J■■■■ヽ  

農  
線 虫 ノフ＝ 軸 論  1 吉 田 貴 司  ⊂）  0  

某  誠  C〉  ⊂）  

技  昆虫分子唯物一芋：特論  1 早 川 洋 一  
術  

C〉  ⊂）  

動物遺伝育種一芋：特論  2 才‡lr 田 原 彦  ネット授業  
程  
営■   0  

応 用 水 利 乍・酌＝ 詣  1 弓 削 こずえ  ⊂）  0  
王翌  

利 水 解 析 乍・酌＝ 詣  1 阿 南 光 政  
H 一子－  

⊂）  0  
コ  0  C〉  

l  土 牧 物 理 ノ∵二 特 論  1 （長 裕幸）  
ス  

C〉  ⊂）  

）  浅海環境エツ牛‡論  1 郡 山 益 某  C〉  ⊂）  

専  C〉  ⊂）  

門  環輯苫う）析化乍牛‡論  1」二 野 大 介  ⊂）  0  
科  果 樹 ′巨 晶 ノ∵二 特 論  1 折 田 伸 「  0  C〉  

目  0  
応用捕物／［門U芋牛卜詣  1 鈴 木 章 弘  ⊂）  0  
家 畜11；理 ノア二 特 論  1 f」l二 原 史 雄  ⊂）  【⊃  

門  集中  
農用先端機械」芋：特論  1 柿 ♯ 繋 樹  ○  【⊃  
／に．種 牛 惜 メ1アニ 特 論  1」二 埜 再 八  C〉  ○  
徴 牛 物ノ芋二 持 論  1 小林元．九大杵工  【コ  C〉  

微牛物遣イ云⊥1］ご：粁論  1 後 席 止 利  ⊂）  【⊃  
′巨物有機化⊥1］ご：粁論  1」エ ロ 敏 久  ⊂）  【⊃  
梅澤賢軒化⊥1］ご：粁論  1満  作一郎  C〉  ⊂）  

バイオセンシング特論  1 コて  伸 明  ⊂）  【⊃  

食指流通貯蔵一芋：特論  1 野 間 誠 司  ⊂）  0  
食L托】科一丁二エツ牛‡論  1 林  信 行  C〉  ⊂）  

脂買 上巨 化 ノ∵二 特 論  1 永 尾 晃 治  ⊂）  0  
県業技術繹菖¶＝珊一丁＝概論  1 辻 一成 他  ⊂）  0  

※7単位  
必修    県業技術縄営幣耶一丁二病閂  3 辻 一成 他  ⊂）  0  C〉  ⊂）  0  C〉  ⊂）  0  

修  r   研   究  3 辻一成・五十嵐鞄他  ⊂）  0  C〉  ⊂）  0  C〉  ⊂）  0   

仰 キ：  はよコーースの修了要件に含む  
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【農業技術経営管理学コース】履修モデルⅠ：生物科学コース  

韓常J昔靴 部門   技術雪てエ門出 門   必  修   

2咋秋草期B  

2iト秋学期A  
修r研究  

2年春草期H  

2年本学抑A  

1年秋ギ甥†B  生態人類学特論   動物繁荊牛耳学特論   農業技術経営管理草間習   

1年秋学期八  農村社会学特論   柄物ウイルス病干特論   農業技術経営管理学掃習   

農業ビジネスマネジメント持論  
1年春草期B   把現■当輿オーガニゼーション時論  帯業技術経常管理苧演習   

国際環境マネジメント持論   

農業揮活字時論  
1年本学期A   是師上他部半時論   熱帯農業哲i幣学特論   農業技術経営管理学概論   

修了要件単位数   4   4   3   

【農業技術経営管理学コース】履修モデル［：食資源環境科学コース  

繹∵肯キ苧甘に 部 門   損［帥戸閂二群と出 門   必  幡   

2昨秋学期B  

2年二秋学期A  
修r研究  

2年春草期胃  

2年春草符rA  

応用水利子持論  
1年秋JT＝期B  牛世人類ツ粁論  利水解析′芋＝持論  農業技術経営管理一手演習   

農用先端機械学特論  

上確物理羊蹄論  
1年秋学期A  招村社会干特論  浅輯環境工学持論  罠業技術経常管和学演習   

生苑地惜工学持論  

農業ビジネスマネジメント持論  
1隼春学期B   地域．精巣オーガニゼーション持論  農業技術繹常管理学演習   

国際環境マネジメント持論   

且業経済学特論  環境情報丁学持論  
1年．春草期A   踏柑地矧、］ご：粁論  環境分析化学持論  農業技術新宮管理学概論   

施設農業生産宇特論  

修了要件単位数   4  4  3   

【農業技術経営管理学コース】層悸モデルⅢ：生命機能科学コース  

拝常午；＝靴 部門   托外f午て二門上部 門   必  惟   

2ヱト秋草期日  

2年秋学期A  
修√研究  

2年春学期B  

2年春草期A  

食糧流通貯蔵学特論  
1年秋学期H  生態人難字特論  農業技術揮営管照学杭閂   

脂質牛化」芋＝持論  

海洋詐源化学持論  
1年秋学期A  農相社会学持論  食品科干工学持論   農業技術紙営管理学演習   

農業ビジネスマネジメント持論  
1年春草期B   地域．■当輿オーガニゼーション時論  帯業技術経常背理苧演習   

国際環境マネジメント持論   

微生物遺伝学持論  
農業経済ツ特論  

1年春学期A   氏付地理学年．絹蒜  生物有機化学持論  農業技術経常背理学概論   

バイオセンシング時論  

修了要件単位数   4   4   
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【農業技術経営管理学コース】履修モデルⅣ：国際・地域マネジメントコース  

韓常J昔靴 部門   技術17てエ門出 門   必  修   

2咋秋草期B  

2iト秋学期A  
修r研究  

2年春草期H  

2年本学抑A  

1年秋ギ甥†B  生態人類学特論   農川先端機械学特論   農業技術経営管理草間習   

1年秋学期八  農村社会学特論   システム生態学特論   農業技術経営管理学掃習   

農業ビジネスマネジメント持論  
1年春草期B   把現■当輿オーガニゼーション時論  帯業技術経常管理苧演習   

国際環境マネジメント持論   

農業揮活字時論  
1年本学期A   是師上他部半時論   熱帯農業哲i幣学特論   農業技術経営管理学概論   

修了要件単位数   4   4   3   
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3副コース修了研究論文提出要領・   

修了研究論文及び修了研究論文の概要は，下記の要衝で作成し，所定の期日までに畏学部教覇係に提   

出すること。  

1 修了研究論文の概要〔A4判，1貞，日本語＿又は英語で記載）は，1部を別紙の様式で作成し，1  

月1」日〔当日が十僻目又は日脚日に当たるときは，その直前の金畔日とする。）までに農学部教務係  

に提出すること。  

2 惜J研究論文は，1月1′1日（当日が十哺日又は日曜日に当たるときは，その直前の金曜日とする。）   

までに2部を指導教員に提出すること。  

3 値J認定申請苦（別記様式l）は，所定の期日までに農学部教務係に提出すること。  
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別 紙  

惜了研究論文概要記載要領  

目（中央に書く）  

農業技術経常管理学コース 学籍番号  氏 名  

1年：アナル  

（往 昔 事 項）   

この概要は，印刷配布されるものであり，統一のとれた読みやすいものにする  

ため記載に当たっては以下のことに注意してください。  

1用紙のサイズ及び形体は．A4判とし．ワードプロセッサ等を憧用してくだ   

さい。  

2 本文・題目等は，綿で囲む必要はありません。  

3 図表は適宜挿入しても構いません。  

4 印刷されるので，概要を提出する前に指導教員に目を通Lてもらい，誤字■   

脱字等の誤りがないように作意してください。  
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Ⅴ佐賀大学大学院農学研究科規則   

（趣  旨〕  

第1条 佐賀大学大学院農学研究科〔以卜「研究科」という。）に関する事項は，国立大学法人佐賀大   

半基本規則〔平成16年4」11日制定），佐賀大半大学院学則〔平成16年4」11日制定。以下「大学院  

学則」という。〕及び佐賀人草学位規則（平成16叶4月1日制定。以下「学位規則」という。）に定め   

るもののほか，この規則の定めるところによる。   

（研究科の目的）   

第1条の2 研究科は，地域社会及び国際社会の発屈に必要とされる農学⊥の諸課題を解決する能力，   

高い倫押意識及び国際的視野を有し，多方面において先端的・応用的・実用的な能力を発挿し，活躍   

できる√削造性黒かな高度専門職業人を養成することを日的とする。  

（専攻及びコース）  

第2条 研究科に次の専攻及びコースを置く。  

専 攻 名   コ  ー   ス  名   

生物科学コース，食資源環境科学コース，生命機能科学コース，国際・地域マネ  
生物資師科学専攻  

ジメントコース   

2 専攻の目的は］各コースにおいて次に掲げるとおりとする。  

（1）生物科学コース 生物科学の領域における先端の高度な専門知識を有し，生物資源の生産と制  

御に関する諸問題の解決に白樺的iこ拍り組む能力のある人材を養成すること。   

（2）食資源二環1完科学コース 食資源環境科苧の領域における先端の高度な専門知識を訂し，農業生  

産や環境に関する諸問題の解決に白律的に取り組む能力のある人材を養成すること。  

（3）生命機能科学コース 生命機能科半の簡域における先端の高度な専門知識を有し，食料や健康  

に関する諸問題の解決に自律的に取り組む能力のある人材を養成すること。   

（4）国際・地域マネジメントコース 国際・地域マネジメントの領域における先端の高度な専門知  

識を有し，農半を基楳とした地」戎振興と国際協力に関する講問是酉の解決に自律的に取り組む能力の  

ある人材を養成すること。  

（副コース）   

第2条の2 前条に規定するもののほか，研究科に副コースとして農業技術経営管≡理学コースを置く。  

（指導教員〕  

第3条 学生の専攻分野の研究を指導するため，学生ごとに主指導教員1人及び副指導教員2人を置く。   

（授業料日，単位数及び帽修方法〕   

第4条 授業科臥畔†軒数及び履修方法は，佐賀人草人草院農学研究科履修細則（平成16年4月1日制   

定）に定めるところに上る。  

2 教育卜特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期において授業又は  
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研究指導を行う等の適当な方法に上り教育を行うことができる。   

（他の大学院等における授業料日の履修）   

第5兵 学牛は，人草院学則第11条の規定に其づき，他の人学院及び外国の人学院の授業科目を履修す  

ることができる。   

2 指導教員は，研究指弾卜必要があると認めるときは，学生が他コース及び他の研究科の授業科日を  

履修することを認めることができる。  

（入学前の既修得単位の認定）   

第6条 研究科が必要と認めたときは，大学院学則第15条の規定に基づき，学生が大学院に入学する前  

に人学院又は他の人学院において指値した授業料目について修得した甘柿を，人草院に入学した後の   

大学院における授業料Rの順惜に上り修得したものとみなすことができる。   

（他の大学院等における研究指導〕   

第7兵 学牛は，人学院学則第17条の規定に基づき，他の人学院又は研究所等（外国の人学院又は研究   

所等を含む。）において，必要な研究指導を受けることができる。ただし，当該研究指導を重ける期   

間は1年を超えないものとする。   

2 指導教員は，研究指導上必要があると認めるときは，学生が他の研究科において必要な研究指導を   

受けることを認めることができる。ただし，当該研究指導を受ける期間は1牢を超えないものとする。   

（腐借手続）   

第8条 雁修しようとする授業料巨＝こついては，各学期とも所定の期間に定められた方法により履修手   

続をしなければならない。ただし，学期の中途から開始される授業料Rについては，その都度悼惜手   

続をしなければならない。  

（成績判定及び里†正の授与）  

第8条の2 授業料Rを牌修した場合には，成績判定の上，合格した者に対して所定の単位を与える。  

2 成績判定は，平素の学修状況，学修報告，論文及び試験等によって行う。   

3 成績は，秀・優・良■可・不可の評語をもって末わし，秀・債・良・可を合格とL，不可は不合格  

とする。   

4 前項の規定にかかわらず，成績の判定に当たり，前項に規定する評語により難いと佐賀大学教育委  

員会が認めた授業料巨＝こおいては，合又は不可の評語をもって志すことができるものとし，合を合格   

とし，不可は不合格とする。   

（試   験）   

第9条 試験は，授業料臼の履修期間終了時に，り該授業料臼の千旦口数邑が行う。  

（学位論上の提出）   

第10条 学位規則第7条第1項の規定により，修士の学位の授与－を受けようとする者は，申請書類とと  

もに，学位論文を指定した期日までに研究科長に提出しなければならない。  

（学位論文審査員）   

第11条 佐賀大半大学院農学研究科委員会〔以下「研究科委員会」という。）は，修士論文の審査のた  
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め，研究科の教員及び他の研究科の教員の中から3人以上の学位論且審査員（以卜「審査員」という。）  

をi璽出するものとする。  

2 前項の審充邑のうち，1人を主菜とし，研究科の教員のうちから選出Lなければならない。  

3 第1項の規定にかかわらず，学位論且の解査に当たって必要があるときは，研究科委員会の読を繹   

て，他の大半院又は研究所等（外国の大学院又は研究所等を含む。）の教員等を審査員に加えること  

ができる。  

（入学者の選考）   

第12条 入学者のi璽考は，その志望する専攻を修めるために必要な学力及び能力について行う。  

（研究生及び科目等履修牛）  

第13条 研究科の教育研究に支障のないときは，研究科委員会の議を経て，研究生及び科目等脚l書生の   

入半を認めることができる。   

2 研究生及び科目等履修生として入学できる者は，次の各号のいずれかに該当するものとする。   

（1）学校教育法〔昭和22年法律節26号〕第83条に定める大学を卒業した者   

（2）研究科委員会において前号と同等以卜の学力があると認められた者  

（特別研究学年）   

第14条 研究科は，他の大学院又は外国の大学院等との協議に某づき，他の大学院等の学生が特別研究   

半生として研究指導を受けることを認めることができる。  

（特別聴講学年）   

第15条 研究科は，他の大学院又は外国の大学院等との協議に某づき，他の大学院等の学生が特別聴講   

半生として授業料日を補修することを認めることができる。  

（転入学又は再入学を許可された者の既修得里位等の認定）  

第16条 研究科に転人草又は再人苧を許可された者が，佐賀大学の大学院又は他の大学院（外国の大学   

院を含む。）で既に修得した単位数及び在学した期間は，研究科委員会の誌を経て通算することがで  

きる。  

（雑  則）   

第17条 この規則に定めるもののほか，研究科に問し，必要な事Ⅰ頁は，イ軒先科委員会において定める。  

附 則  

この規則は，平成16年4月1日から施行する。  

附 則〔平成1射手2月16日改正〕   

この規則は，平成19年4月1口から施行する。  

附 則〔平成19年7月20日改正〕   

1 この規則は，平成19年7月20日から施行L，平成19年4月1日から適用する。   

2 平成19年3月31日において現に在学する者（以卜「在学者」という。）及び在学者の属する年次に  

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  
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附 則〔平成22年3月19口政市〕   

1 この規則は，上軸長22年4月1日から施行する。  

2 平成22叶3月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する・苫1こついては，なお従前の例による。  

附 則〔平成22年11月24日改正〕  

この規則は，平成22叶11月24日から施行する。  

附 則〔平成27年3月25口政市〕  

この規則は，平山己27年4月1日から施行する。  

附 則〔平成27叶12月2日改正）  

この規則は，平成28年4月1口から施行する。  

附 則（平成30年3月28日改正〕  

この規則は，平成錮年4月1日から施行する。  

附 則〔平成31年2月27口政市〕   

1 この規則は，平成31年4月1日から施行する。  

2 平成31叶3月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する・苫1こついては，なお従前の例による。  
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Ⅵ佐賀大学大学院農学研究科履修細則   
（趣  旨〕  

第1条 佐賀大学大学院農学研究科規則（平成16年4月1ロ制定。以卜「研究科規則」という「）第   

4条の規定に基づく佐賀大半大学院農学研便科の柁業科日，単位数及び喘借方法は，この細則の定め  

るところによる。   

（授業料R，単位数及び裾修方法）  

第2条 授業料日及び単位数は，別表Ⅰから別表Ⅳまでに定めるとおりとする。   

2 専攻に，地域社会及び国際社会の発展に必要とされる農学上の諸課題を解決できる国際的で高度な   

職業人を育成するため，教育研究指導を英語で行う国際人材育成プログラムを設ける。  

3学生（外国人留学生を含み，国際人材育成プログラムの学生を除く。）は，別表Ⅰに定める大学院   

教養教市プログラム4世位以⊥，自然科学系研究科共通科目8†円肯以上及び専門科目のうち各コース   

に指定される必修科目〔特別研究36単位を含む。）を含む4日単位以上，計60単位以上修得しなければ   

ならない。ただし，外国人留学生については，別表Ⅲに定める授業料日の単位を修了に要する単位に  

含めることができる。  

4 国際人材育成プログラムの草生は，別表Ⅰに定める授業料Rから創成科学インターンシップTJ2単   

位及び特別研究36単位，別表Ⅱに定める国際人材育成科日から基礎必修科目6単イ立，専門選択必修科  

目から12†竹†立（4コースの各コースから1科目1†仲仕以⊥を修得）及び特別演習4甘柿を含む，計鮒   

単位以上修得しなければならない。ただし，別表lに定める大学院教養教育プログラム及び自然科学   

系研究科共通科目のうち本文に規定する授業料日以外の授業料日並びに他研究科の授業料日を棺修し，   

11リ正をイ昏得した場合は，日11リ正を限度として専門選択必修科巨＝こより修得すべき修了に要する1iり出こ  

含めることができる。   

5 農業技術経営管理学コース（以下「副コース」という。〕を梶修する学生は，別表Ⅳに定める各部  

門の専門科目から選批必修科目8明立以上］農業技術経常管理学概論1甘柿，農業技術経営管理学績   

習3単位及び修／研究3単位，計15単位以上修得しなければならない。ただし，国際人材育成プログ   

ラムの学生は，副コースを雁修することができないものとする。   

6 この細則に定めるもののほれ 副コースに閲し必要な事項は，別に定める。  

（単位認定）   

第3条 大学院散策教育プログラム及び自然科学系研究科」し通科目から前条に規定する要件を超えて修  

得Lた甘柿，研究科規則第5条の規定により指導教員が必要と認めて履修Lた他コース，他研究科又   

は他大学院〔外国の大学院を含む。）の授業料Rの単位は，次項により修得した授業料Rの単位を含   

めて4単位を限度として，修了に要する単位に含めることができる。   

2 研究科規則第6条の規定により修得した授業料臼の11り和ま，101汁忙を限度として修了に要する甘柿   

に含めることができる。  

3 前2工頁の規定は，国際人材育成プログラムの学生には適用しない。  
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附 則  

この細則は，平成16年4月1日から施行する。  

附 則   

この細則は，平成16年10月1口から施行する。  

附 則  

この細則は，平成1R叶4月1日から施行する。  

附 則   

1 この細則は，平成19年4」11日から施行する。  

2 平成1射十3月31日において現に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び平成19   

年4月1ロ以降において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，なお従前の例に  

よる。  

附 則   

この細則は，平成19年10月1口から施行する。  

附 則   

1 この細則は，平成22年4月1日から施行する。  

2 平成22年3月31口において現に在学する音（以卜「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成24叶1月25日改正〕  

1 この細則は，平成24年4月1口から施行する。  

2 平成24年3」131日において現に在学する者〔以下「在学者」という。）及び平成24年4Jll臼以降  

において在学者の屈する年次に転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成26年1月22口政市〕   

1 この細則は，上甑k26年4」11日から施行する。  

2 平成26叶3月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成26隼4月1日以降   

において在学者の属する年次に転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成27年1月21日改正〕   

1 この細則は，平成27年4月1日から施行する。  

2 平成27年3月31口において現に在学する音〔以卜「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する者については，なお従前の側による。  

附 則〔平成27叶3月5日改正〕  

1 この細則は，平成27年4月1口から施行する。  

2 平成27年3」131日において現に在学する者（以下「在半音」という。）及び在学者の属する年次に  

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成28年3月4口政市〕   

1 この細則は，平成銅年3」14日から施行する。  
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2 平成2日牢3月31口において現に在学する者〔以卜「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成2射手3月20日改正〕  

1 この細則は，平成2日年4月1口から施行する。  

2・平成銅年3」131日において現に在学する者（以下「在半音」という。）及び在学者の属する年次に  

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成29年2月呂口政市〕   

1 この細則は，上甑k29年4」11日から施行する。  

2 平成29叶3月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。   

附 則〔平成29年3J121日改正〕   

1 この細則は，平成29年4月1日から施行する。  

2 平成29年3月31口において現に在学する者〔以卜「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入半する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成3n叶2月14日改正〕  

1 この細則は，平成30年4月1口から施行する。  

2 平成30年3」131日において現に在学する者（以下「在半音」という。）及び在学者の属する年次に  

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成31年3月7口政市〕   

1 この細則は，平成31年4」11日から施行する。  

2 平成31叶3月31日において現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に   

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  
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別表Ⅰ〔渠2東関儒）   

生物資源科学専攻  

科 目l五 分  コ ー ス 名   授  業   料  日   単樟散  肺  考   

★研究・職業倫三哩特論  

★情報セキュリティ特論  

★データサイエンス特論   
人学院教養教育  ★を付した授業料  

プログラム  
学術英言吾群論   F］を含め4単位以  

ダイバーシティ・人権教育持論  卜選択必修   
キャリアデザイン特論  

多文化共生≡哩郁   

★創成科学融合特論  2  

★創成科学PBL特論  2  

★知的財産持論  
粥工学概論  2   

臼を含め8単位以  
医学・看護学概論  
別成科学インターンシップS  L選択必修  

別成科学インターンシップIJ  

押工苧特別講義  
2 2  

数学概論  口  

物理学概論  修  

白然科学系研究  知能情報工学概論  ☆食費師環境科苧  

材料化学特論  科共通科 目  
特論は、食汽船環  
境科学コース必修  

機械工学概論  

電気電子工学概論  
☆生命機能科学特  

都市工学通論  
論は、生命機能科  
半コース必修  

人体構造機能苧概論  
☆国際一地域マネ  

人体構造宍習  

看講群論  
ジメント特論は、  

☆生物科学持論  
国際一地」或マネジ  

メントコース必修  
☆食資源環境科苧特論  
☆生命機能科学特論  

☆国際・地域マネジメント特論   

熱帯農業資源苧時論  

熱帯資源植物利用芋時論  

熱帯作物改良苧時論  

熱帯作物生理学時論  

動物ゲノム情報学持論  

動物遺伝育稗苧時論  2  

動物発車学特論  

動物整荊牛理学時論  
荒業花ノl二園芸学時論  

園芸植物質蘭開発芋特論  
花井園芸学特論  

★を付した授業料  
専 門 科 目  生物科学  

植物ゲノム百挿学時論  

植物分子遺伝学時論  
F】を含め48単位以  

植物ゲノム＿t二苧時論  
上溝択必修   

植物ゲノム情幸帥］・芋時論  

植物ウイルス病苧時論  

植物ウイルス苧時論  

線虫学時論  

先端線虫科学特諭  

動物行動生態学時論  
動物行動学特論  

家畜行動学特論  

家畜背理学特論  
作物牛席学特論   
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作物生態学持論  
t  

生羅生態学持論  
t  

循環型農業生在学特論  
t  

果樹周芸学持論  t  

果樹生在学持論  t  

施設農業生産苧特論  
t  

農地環ユ完】二学時論  t  

農地農水計画学時論  
l  

農用先端機械苧時論  l  

★生物科学演習Ⅰ  2  

★生物科学演習Ⅱ  2  

★特別研究Ⅰ  R  

★特別研究Ⅱ  R  

★特別研究m  】0  

★特別研究Ⅳ  】0  

環境地樵学特論  

環境分析化学特論  
先端環境分析化半特論  

環境情報工学特論  
水質甑計画学特論  

生酷「芹鞘処理半持論  
先相隣和枝術半特論  

生産エンジニアリング持論  

分光統計解析学特論  
土壌物理学特論  

先端地水草特論  

水環境工学特論  
利水解析学特論  

生産地供工学特論  

土質工学持論  
横軸環境工学特論  

T削生牒環境学特論  

応用水利学持論   ★を付Lた授業料  
専 門 科 目  食費師環境科学  臼を含め4日単位以  

応用植物生理学特論  L選択必修   

牌物系統分類学特論  

牌物病膵学持論  
怖物感染病学特論  

昆虫分子生物学特論  
先端昆虫分子生物学特論  

システム生態学特論  

退化生牒学持論  

動物門裾開発草特論  
農業気象学持論  

★食門裾環境科半特別演習Ⅰ  

★食門裾環境科半特別演習Ⅱ  

★食門渥環境科半特別演習Ⅲ  

★食門渥環境科半特別演刊】Ⅳ  

★特出リ研究Ⅰ  日  

★特別研究Ⅱ  日  

★特別研究Ⅲ  10  

★特別研究Ⅳ   10  

生化学特論  

タンパク門科学特論   ★を付した授業料  
専 門 科 目  生命横倍科学  F】を含め48単位以  

真横微生物学特論  上演択必修   
応用微生物学特論   
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微生物学特論  
t  

生物有機化学特論  t  

分子生物学持論  t  

バイオセンンング特論  
t  

バイオ材料持論  
t  

分子細胞生物学特論  t  

細胞情報学持論  
t  

食品生化学持論  l  

食糧流通貯蔵苧特論  l  

食品科学】二苧特論  l  

バイオマス利用特論  
l  

満洋資源化学特論  
l  

グリコバイオロジー特論  
l  

バイオメンプレン機能特論  l  

食糧安全学持論  l  

分子栄養学持論  
l  

月旨質生化学持論  l  

★生命機能科学特別演習Ⅰ  2  

★生命機能科学特別演習Ⅱ  2  

★特別研究Ⅰ  R  

★特別研究Ⅱ  R  

★特別研究Ⅲ  10  
★特別研究nr  10  

農業桂済学特論  

農業ビジネスマネジメント特論  
アジア比較農業特論  

食料市場流通特論  

国際・地域協同組合特論  

地」戎農業．オーガニゼーション特論  

比較農政学特論  
農相社会学特論  

ルーラル・デベロップメント特論  
人間生牒学特論  
国際環境マネジメント持論   

国際・地域マネ  
★を付Lた授業料  

専 門 科 目   ジメント  地」城門抑マネジメント持論   臼を含め朋単位以  
農村地理学特論  L選択必修   

生怪人粕学特論  

アジア地誌持論  

★国際・地域マネジメント演習Ⅰ  

★国際・地域マネジメント掃門Ⅲ  

★国際・地域マネジメント演習Ⅲ  

★国際・地域マネジメント演習Ⅳ  

★特出リ研究Ⅰ  日  

★特別研究Ⅱ  日  

★特別研究Ⅲ  10  

★特別研究Ⅳ   10  

－43－   



別表Ⅱ〔渠2東関儒）   

国際人材吉成科目  

科【」区分 コース名   授  業  料  日   単樟散  肺  考   

FIleShmanSeminar  4科目6単位必修   

其  
（フレッシュマンセミナー）  

僻  SurvivalJapanese・English   
必   （サバイバルR本語・英語）   

悼   FieldStudy   2  

科  
R   

（フィールドスタディ）  

SummerS巳minar  2  

（サマーセミナー）  

Advanccd Crop HusbRndrv 4コースの各コー  
（作物未矩洋学持論〕  スから1科目1†1t  

AdvanccdPlantPhvsiolog■y  位以上，合計12  
（植物生理学持論〕  里位を修得   
AdvanccdTcchnologyfor  
SustainableAg・riculturc  
（持轟売農業技術特論）  

AdvanccdPlantMolecularBiolog■y  
（植物分子生物学特論）  

AdvaneedPlantMetaboliE；m  
（植物代謝学持論〕  

AdvanccdVegetablcHorticulturc  
（野菜園芸持論）  

Advanccd Floriculturc 
（花井周芸苧持論〕  

AdvanccdHorticulturalPhysiology  
（聞芸生理学持論〕  

AdvanccdTropicalPlantResources  
牛   （熱帯植物資源苧特論）  
物  
AdvanccdT－ropicalPlantTmprlOVCment  
（熱帯植物改良苧特論）  

選  
AdvanccdAnimalGenomics  

択  （動物ゲノム苧特論）  

必   AdvanccdReproductiveEnglnCering   
修   （生卵工学持論）   

科  
臼  

AdvanccdMycology  
（商学特論）  

AdvanccdinPlantVirusEvolution  
（植物ウイルス進化学特論）  

AdvanccdNematodeSciencc  
（線虫科学持論）  

AdvanccdTnscctMoIccularBiology  
（比虫分子生物学特論）  

Advanccd Community Ecoloffv 
（群集生態学持論〕  

AdvanccdPlantMolecularf3rccding  
（植物分子育碑苧特論）  

AdvanccdFruitTrccMoIccularf3recding  
（果樹分子育碑苧特論）  

食  
AdvancedEnvironmentalSoilAnalysis  

琶  （環境土壌解析学時論）   

面   Advanced ShallowSeaEnvironment，   
鑓   （浅海環境学特諭〕   

境  AdvancedRur・aland  
料  
EnvironmentalEnglneer・ing  

学  
（農村環境＿t二苧時論〕   
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備  考  柑＝lメニ分  コース名  授  業  料   し】  単位数  

＾d、′anCed GeoenvironmentalEnglneerling  
（地盤環境l二苧特論）  

八d、′anCed EnvironmentalSoilPhysics  
（環境十壌物押苧特論）  

八d、′anCed EnvironmentalChemistry  

（環境化学持論）  

＾d、′anCedIrrlgation En貝■ineering  
（楓陳「学持論）  

几dvanced Hydraulic Englneering  
（水押水文「学特論1  

几d、′anCed EquipmenLs for  
＾grlCulturalPr・Oduction  

（施設農業生産学特論）  

＾d、・ranCed＾griculturalMachinery  
and Sヽ・Stem  

（農業機械およぴシステムl二苧特論）  

食  
田  
沢  

環  
墳  
l、l・  
「＿＝ご▲  

1一  

Advanced Applied Biochemistry  
（応用生物化半特論〕  

Advanced P巳Ptide Ch巳mistry  
（ペプチド化学特論〕  

Advanced Applied Ch巳mistry  
（応用化学特論）  

Advanced MicrobialT巳Chnology  
（微生物工学特論〕  

Advanced Oleo Science  
（オレオサイエンス特論）  

Advanced Bioresource Chemistry  
（生物汽師化学特論〕  

Advanced Membrane Biology  
（膜生物学特論）  

Advanced FunctionalFood Engineering・  
（機能性食品工学特論）  

Advanced PracticalG巳nOmics  

（実践ゲノム科学特論）  

Advanced Food Preservation Science  
（食品保蔵科学特論〕  

Advanced Molecular Biology for  
Environmental Response 
（環境応答分子生物学持論）  

AdVanced Eukar?rotie Mierobiology 
（頁極微生物学特論〕  

専
門
撰
択
必
修
科
R
 
 

生  
命  
機  

科  

hdVanced Ag-ri-Pond Marketinff Studies 
（農産物マーケテイング持論）  

Advanced RuTal冒ourlsm  

（農相観光持論）  

Advancediluman王亘coIogy  
（人類生態学持論〕  

Advanced RuralS（〕Ciology  
（農相社会学持論〕  

Advancedlnsular Socio－Economics  

（見境社会経済学特論）  

Advancedl］cologlCalAnthropoIogy  
（生態人類学持論〕  

AdVanced Parminff Systems Kesearch 
（ファーミングシステム研究持論〕  

出  

際   

地  
域  
‾丁  
ネ  
ジ  

メ  

ン  

ト  
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SpecialSeminar  
特別演習  

別表Ⅲ〔第2条関係）   

外匡l人留学生特別科目  

授  業  料  R   考   単位数  」 荷  

アグロサイエンス特諭   

アグロサイエンス特別演習   2   
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別表Ⅳ〔渠2東関儒）   

生物蘇原科学専攻〔副コース：農業技術経営苦理学コース）  

日   科 U 区 分  コ ー ス 名   授  業  料  単位数   備  考   

専門科目   経常管理   農業繹済学持論＊   4単位  

食料市場流通特論＊  選択必修  

比較農政学持論＊  
農業ビジネスマネジメント持論＊  

地域農業オーガニゼーション特論＊  

農相地理学特論串  

什怪人碩学特論＊  

農相社会学特論＊  

アジア比較農業特論＊  

国際環境マネジメント群論＊  

技術管群  熱帯農業資源苧特論＊   4単位  

熱帯作物改良苧特論＊  選択必修  

動物繁舶生理学特論＊  

植物分子遺伝学時論串  

植物ゲノム工学特論＊  

蒜菜花井圃芸苧特論＊  
花井園芸学特論＊  

柿物感染病学特論＊  

柿物ウイルス摘草特論＊  

線虫学特論辛  

システム生態学持論＊  

昆虫分了一生物干特論＊  

動物道伝育挿苧特論＊  
2  

環境情報丁苧持論＊  

応用水利学持論＊  

利水解析学特論串  

農地環境工学特諭＊  

土壌物用字特論串  

浅海環境工学持論＊  

生産地棺工学特論＊  

環境分析化半特論＊  

兄樹生産学持論＊  

施設農業生産学持論＊  

応用植物生理学特論＊  
家斉背押苧持論＊  

作物生産学持論＊  

農用先端機械苧特論＊  

牛荏牛題字特論串  

微牛物芋特論串  

微生物漬伝苧特論＊  

生物有機化半特論＊  

海洋質札糾ヒ学持論＊  

バイオセンシング特論＊  

食糧流通貯蔵学持論＊  
食品科学工学持論＊  

脂質生化学持論＊   

農業技術経営管理芋概論  7里仲必修   

農業技術経営管理苧演習  3  

修了研究   3  

＊別未†の科口と川一  
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Ⅶ佐賀大学大学院農学研究科における   
博士論文等の提出に関する要領  

平成16年4月1日  

農学研究科委員会  

（修十論文の提出）  

節1 佐賀大学芋位規則（平成16年4月1日制定。以下「学位規則」という。）第5条に規定する修士   

の学位の授与を受けようとする者は，修士論文を次に掲げるとおり作成し，所定の期日までに提出す  

ること。  

l修士論文の概要〔A4判，1頁，日本語又は英語で記載）は，l部を別紙の様式で作成し，農学  

部教務担当者に提出すること。提出期限は次のとおりとするが，同日が⊥曜日又は日曜日に当たる  

ときは，その両前の金曜日とする。  

9月修／予辻■者の提出期限  7月25日  

3月修了予定者の提出期間  1月末日  

2 学位申請帯は1部を別紙の様式で作成し，農学部教務印当者に提出すること。また，修士論文3   

部を作成し．指導教員に提出すること。提出期限は次のとおりとするが，同日が⊥曜日又は日曜日   

に当たるときは，その厄前の金曜日とする。  

9月修／千社■者の提出期限  7月末日  

3月修了予定者の提出期限  2月5日  

附 則  

この要領は，平成16年4月1日から施行する。  

附 則（平成㍊年3月22日改正）   

1 この要領は，平成22年4月1日から実施する。   

2 平成22年3月31日において＝現に在学する者（以下「在学者」という。）及び在学者の属する年次に  

転入学又は再入学する者については，なお従前の例による。  

附 則〔平成27年1月21日改正〕   

1 この要領は．平成27年1月21日から実施する。  
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別 紙  

修士論文概要記載要領  

〔A4判）  1．5cmアケル  

目 仲央に書く）  

牛物資源科学専攻000コース000分野  学籍番号 氏 名  

1字アケル   

文  

（注 意 事 項）   

この概要は、印刷配布されるものであり、統一のとれた読みやすいものに  

するため記載に当たっては以下のことに注意してください。  

1 用紙のサイズ及び形体は、A4判とし、ワードプロセッサ等を使用して   

ください。  

2 本文・題目等は、線で囲む必要はありません。  

3 図表は適宜挿入しても構いません。  

4 印刷されるので、概要を提出する前に指導教員に目を通してもらい、誤   

字・脱字等の誤りがないように注意Lてください。  

1．5cmアケル  
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別紙第1号様式（第7条帯1中間係〕   

修士の学位申請書の様式  

学  位  申  

年  月  口  

佐賀大草大学院農学研究科長  

0  0  0  0  殿  

佐賀人草人草院農学研究科生物資源科学専攻  

学研番号  

氏  名  

佐賀人草学位規則第7条第1項の規定により，修士論文を提出しますので，御春充願い圭す。  

指導教員  

氏  名  
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Ⅷ教育職員免許状（専修）の取得について   

教育職員免許状（以下，「免許状」という。〕には，一挿免許状と専修免許状の2種類がある。一博免  

許状は，免許状取得に必要な所定の単位を取得して学部を卒業した者に与えられる。中條免許状は，一  

種免許状を既に取得している者が取得できる免許状で，専修免許料日とLて認定されている専門科日の   

所定車種を取得して人学院修士課程を修了した者に与えられる。専修免許状の取得に必要な授業料臼と   

単位数は，別表のとおりである。  

本学都度び大学院修士課程で胞得できる免許状の横瀬は，下記のとおりである。  

一種免許状（学部卒業）   専修免許状（大学院修了）   

中学校教諭一挿免許状（理科）   中学校教諭専修免許状（珊科）   

高等学校教諭一掃免許状〔押科）   高等学校教諭専修免許状（押科）   

高等学校数諭一棟免許状〔農業）   高等学校教諭専修免許状（農業）   
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「理科」〔生物資源科学専攻）  

専修免許状 中寺免・高専免  

「農業」（生物資源科学専攻）  

専修免許状 高専免  

授 業 料 日  授 業 料 日  単位数  

熱帯農業資源苧持論  

熱帯資源植物利用学特論  

熱帯作物改良苧特論  

熱帯作物生理学持論  

動物遺伝育稗学持論  

動物発生学特論  

動物聖荊牛：哩学特諭  

読菜花井圃芸苧特論  

園芸柄物資源開発学特論  

花井園芸学特論  

植物ウイルス病苧特論  

植物ウイルス苧特諭  

線虫半特論  

先端線虫科学群論  

家畜行動学特論  

家畜管理苧特論  

作物牛在学持論  

作物生態学特論  

生度生態学特論  

循環型農業生産学特論  

果樹園芸学特論  

果樹牛在学特論  

施設農業生産学特論  

農地環境工学持論  

農地農水計画学特論  

農用先端機械学特論  

微生物遺伝学時論  

真横微生物学特論  

応用微生物学持論  

微生物苧特論  

バイオセンシング特諭  

バイオ吊‾料時論  

食品生化学特論  

食精流通貯蔵学持論  

食品科学工学持論  

バイオマス利用特諭  

グリコバイオロジー特論  

食掃安全学特論  

農業経済学特論  

農業ビジネスマネジメント特論  

アジア比較農業特諭  

ルーラル・デベロップメント特論  

地域資源マネジメント特論   

生物科学特論  

食葉蘭環境科学特論  

生命機能科学時論  

環境地瑞圭半特論  

環境分析イヒ学特論  

先端琵琶境分析化学持論  

分光統計解析学持論  

土壌物理学特論  

先端地水草特論  

水環境工学持論  

利水解析学特論  

牛荏地盤＿t二学時論  

土質‾工学特論  

技テ毎環境工学科論  

干潟生態環境学特論  

応用水利苧特論  

植物環境応答芋持論  

応用柿物生理学特論  

柄物系統分類学特論  

植物病原苧特論  

植物感染病学特論  

昆虫分子什物芋特論  

先端昆虫分子生物学特論  

システム生態学特論  

進化生態学特論  

動物資源．開発学特論  

生化学特論  

タンパク質科学特論  

生物有機化学特論  

分子生物学特論  

分子細胞生物学持論  

細胞情報学特論  

分子栄養学特論  

脂質生化学持論  

人間生態苧特論  

国際環境マネジメント時論  

生態人類学特論  
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Ⅸ鹿児島大学大学院連合農学研究科   

（博士課程）について   

木幡士課程修了者は鹿児島大学大学院連合農学研究科博士課程に進学できます。  

鹿児島人草人草院連合農学研究科は，佐賀人草農学研究科，琉球人草農学研究科，鹿児島人草農学研  

究科及び鹿児島大学水産学研究科の3大学4研究科から編成され，これらの研究科の緊密な連携のもと  

に運営されている新Lいスタイルの博士課程（修業年限3年）です。各構成大学の教員組織や研究設備  

を連合Lて，博士課程の数百研究体制が確立されています。   

受験資格は修⊥課程修√者（惜」′見込みの者を含む）及びこれと同等の学力を有すると認められる者   

です。受験者は，構成大半の教員の中から主指導教員についての希望を申し出ることができ，入学する   

と］三指導教員が所属する人草で研究します。学生1人に］三指導艶邑1人及び副指導教員2人がついて研  

究指導が行われます。   

鹿児島大学大学院連合農学イ軒先科に在籍（令和元年10月1日）している半生は109車．で，そのうち22   

名（日本人学生11名及び外国人留学生11名〕が佐賀人草の主指導教員のもとで研究指導を受けています。  

虎児昌夫学大学院連合農学研究科の専攻及び選合講座  

専  攻   連 合 講 座   

熱帯資源・植物生産料苧  

生物先程科学  動物㌍配生存科学  

地域・国際資源経済学   

生物機肯引ヒ苧  

応用牛命科学  食品機能科学  

先端対応生命科学   

生物環境保全科学  

農水岡腎甑環境科苧  地域質配環境工学  

水産資源環境科苧   
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Ⅹ科目等履修生について   

大学院の学生が学部の授業料臼を履修しようとする場合は，科臼等履修生として受講することになる。   

希望する学生は．科目等履修生入学願書等を前学期〔春学期）については2月末日まで，後半期（秋学   

期）については8月20日までに学生センター（農学研究科教務担当）に提出すること（「佐賀大学科目  

等履修生規程」参照（学生便覧掲載））。   

なお件賀大学科R等履修生規程の別表1（邦11条第3項関係〕i・こ掲げる授業科目を桶修し，単位の認  

定を受ける場合は仁検定料，入学料及び授業料は必貿ない。  

○佐賀大学科臼等雁條生規程別表1〔第11条箭3項関係）について   

佐賀大学科目等履修生規程別表1  

学  部  竿   授 業 料 R   

教員の免許状取得に必要な授業科目  
全学部及び全学教育機構  

研究科が指定する学部の授業科目  

佐賀大学科目等履修生規程別表1（第11条邦3項関係）で，農学研究科が指定する学部の授業料Rは   

次のとおり。  

資  格  名   科  目  名   

家畜人工授精師   動物野師開発苧，フィールド科学基礎実門Ⅰ，動物繁桐生理学，   

（応用生物科学科及び生物  フィールド科学展礎実習Tl，軸物遺伝育碓苧，動物生体生和学，   

環境科学科芦沢循環生在学  動物生荏管理苧，動物腎甑開発苧実験Ⅰ，飼料費脱字，動物㌍源   

コースの卒業生のみ〕   開発学実働Il   

測罷⊥補及び測罷⊥  測地学l，j則地学演習l，測地学m，章則地学演習¶   

（生物環境科半科生物環境  

保全苧コースの卒業生のみ）  

食品衛生管押者   土壌学，植物栄養学，生物化学，応用微生物学，栄養化学，食品   

食品衛生監視員   化学，代物有機化苧，農薬化学   

フィールド科学基礎実刑Ⅰ，フィールド科学基樺実門Ⅲ，腎衝循  

環フィー／レド科学某習，遺伝資源フィールド科学実習，遺伝資源  

農業技術検定  
フィールド科学実験Ⅰ，遺伝資湘フィールド科学実験Ⅲ，フィー  

ルド科学総合実習   
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この冊子は再生紙を使用しています。   




